
５月22日　午前６時15分　霧島大窪（湯之宮）
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紫 陽花（あじさい）はユキノシタ科の落葉
低木で、よく道路や庭先で見かける

初夏を代表する花の一つです。撮影地は霧
島総合支所から東にのびる財部方向の市道。
約1.5㎢にわたり、道路の両脇を彩る「アジ
サイロード」がドライバーを楽しませてくれます。
雨の日の「紫陽花」はきれいです。
【撮影データ】ニコンＦ100　ニコンＥＤ17～35㎜
Ｆ/2.8　ベルビア100　絞り優先オートｆ22　露
出補正 －0.3ＥＶ
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◎今月の表紙

山特集のために久しぶりに霧島に登ったのです
が、登山を甘くみていました。ここまで体力が落
ちているとは…。今回取材した田之上さんは、取
材の次の週は２回、８時間の縦走をすると言って
いました。68 歳にしてこの体力、｢スゴイ｣の
一言です。撮影は｢体力とやる気 ｣と教わりまし
た。まずは、体力を付けて撮影を頑張ります。（み）

梅雨の季節がやってきます。この時期、平成 5 年
の 8・6 水害を思い起こします。今でも当時の消
防団員の活躍を憶えています。私の地域は防災
の担い手である消防団員も減り続け｢ 新陳代謝 ｣ 
が難しくなっているようです。雨が続くと災害発
生の危険度が高まります。早めの自主的避難が
一番ですが災害の無いことを願っています。（い）

新しく環境が変わった方もだいぶ慣れてきたこ 
ろでしょう。うまくストレス解消していますか。 
人それぞれ解消方法は違うでしょうが私は最
近 ｢ 泣くこと ｣でスッキリしています。涙は脳
から分泌されるストレス物質を排出するそうで
す。泣いた後 ｢スッキリした ｣と思うのも納得でき
ますね。ストレスは溜めないようにしましょう。（あ）

霧島市の平成16 年度の水稲面積は 2,250ha。日
本の食料自給率は約 40％。そんな大変な状況の
中、私も微力ながら田んぼを作らせていただいてお
ります｡田を耕すと土の匂いがします。春に苗を植
え、夏にはあぜの草を刈り、秋には収穫、土にま
みれて自然と直接触れ合える楽しさ｡そんなぜいた
くな時間を過ごしてみたいと思いませんか｡思いま
すか｡（だったらうちの田んぼを作ってくれえ）（た）

Editor's

◎人口／ 128,062人（＋803） 
男性／61,995人（+614）  女性／66,067人（+189）
出生105人／死亡115人　転入1,510人／転出699人
◎世帯数／ 56,169世帯（+725）

（平成18年５月１日現在）



山
道楽

季
節
と
と
も
に
き
り
し
ま
の
自
然
を
楽
し
む
。

霧
島
を
代
表
す
る
花
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
と
奥
に
は
新
燃
岳
と
高
千
穂
峰
。
悠
久
の
時
を
越
え
、
神
々
が
宿
る
霧
島
連
山
は
私
た
ち
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

◎霧島やまどうらく

広報きりしま  2

霧
島
の
四
季

春
は
桜
や
菜
の
花
、
初
夏
は
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
や

ノ
カ
イ
ド
ウ
、
秋
は
色
鮮
や
か
な
紅
葉
、
そ
し
て
冬

は
白
銀
の
世
界
。
霧
島
は
、
春
、
夏
、
秋
、
冬
の
四

季
折
々
に
自
然
の
織
り
な
す
風
光
を
楽
し
め
る
場
所

で
す
。

特
に
５
月
末
か
ら
６
月
上
旬
ま
で
咲
き
誇
っ
た
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
、
霧
島
の
斜
面
一
面
を
色
鮮
や
か

に
彩
り
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
訪
れ
た
人
々
を
あ
た
た

か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

日
本
初
の
国
立
公
園

霧
島
は
、
日
本
で
最
初
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
世
界
最
初
の
国
立
公
園
は
、
１
８
７
２
年

に
指
定
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国

立
公
園
で
す
。
日
本
で
は
昭
和
６
年
に
国
立
公
園
法

が
施
行
さ
れ
、
昭
和
９
年
３
月
に
霧
島
と
瀬
戸
内
海
、

雲
仙
の
３
カ
所
が
最
初
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
39
年
に
桜
島
地
区
と
指
宿
地
区
、
佐
多

地
区
の
錦
江
湾
地
域
、
そ
れ
と
屋
久
島
地
域
を
含
み
、

霧
島
屋
久
国
立
公
園
と
な
り
ま
し
た
。

霧
島
地
域
の
中
核
に
あ
る
火
山
群
は
、
そ
の
中
央

部
に
あ
る
韓か

ら

国く
に

岳
を
最
高
峰
と
し
、
高
千
穂
峰
、
新し

ん

燃も
え

岳
な
ど
大
小
20
を
超
え
る
火
山
が
集
ま
っ
た
複
合

火
山
で
、
火
口
が
15
、
大お

お
な
み
の
い
け

浪
池
や
御み

池い
け

な
ど
の
火
口

湖
が
10
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
原
始
性
の
高
い
自
然
環

境
を
形
成
し
て
お
り
、
山
頂
付
近
の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
群
落
や
モ
ミ
、
ツ
ガ
、
ブ
ナ
、
ア
カ
マ
ツ
な
ど
が

霧
島
を
代
表
す
る
植
物
で
、
中
で
も
え
び
の
高
原
の

ノ
カ
イ
ド
ウ
自
生
地
は
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

霧
島
の
山
々

霧
島
連
山
は
、
大
小
20
を
超
え
る
火
山
か
ら
で
き

て
お
り
、全
て
の
山
に
い
ろ
い
ろ
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

霧
島
の
最
高
峰
、
韓
国
岳
は
地
質
学
上
旧
霧
島
溶

岩
に
属
し
、
霧
島
火
山
群
の
中
で
最
も
古
い
山
で
す
。

韓
国
岳
か
ら
の
展
望
は
素
晴
ら
し
く
、
絶
好
の
撮
影

場
所
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

高
千
穂
峰
は
草
木
は
な
く
、
赤せ

っ

褐か
っ

色し
ょ
くの
地
肌
が
朝

日
・
夕
日
を
受
け
て
変
化
す
る
美
し
さ
は
神
秘
的
で

す
。
ま
た
、
天
孫
降
臨
の
神
話
で
知
ら
れ
る
「
天あ

ま

の

逆さ
か

鉾ほ
こ

」
が
頂
上
に
あ
り
ま
す
。

御お

鉢ば
ち

は
美
し
い
円え

ん

錐す
い

状
で
、
頂
上
に
は
直
径
約

５
０
０
㍍
、
深
さ
１
０
０
㍍
に
及
ぶ
大
噴
火
口
が
あ

り
ま
す
。

中
岳
と
新
燃
岳
は
霧
島
火
山
群
の
中
で
は
新
し
い

火
山
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
岳
は
御
鉢
の
北
西
に

つ
り
が
ね
状
を
な
し
て
い
る
山
で
、
頂
上
に
は
浅
い

火
口
が
あ
り
、
斜
面
は
緩
や
か
で
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
の
咲
く
時
期
は
多
く
の
登
山
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

新
燃
岳
は
中
岳
と
同
じ
く
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
群
生

地
で
す
。
昭
和
34
年
に
噴
火
す
る
な
ど
、
古
く
か
ら

火
山
活
動
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

大
浪
池
は
頂
上
に
直
径
約
１
㌔
㍍
の
火
口
湖
が
あ

り
、
紺こ

ん

青じ
ょ
うの
水
を
た
た
え
た
池
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

山
の
斜
面
は
な
だ
ら
か
で
、
７
合
目
ま
で
道
が
開
通

し
て
お
り
、
容
易
に
登
山
が
で
き
ま
す
。
火
口
湖
周

辺
は
、
う
っ
そ
う
と
し
た
森
林
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

新
緑
、
紅
葉
、
枯
れ
木
立
の
景
観
は
四
季
折
々
に
そ

の
美
し
さ
を
か
も
し
出
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
霧
島
連
山
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
特
色
を

も
っ
た
山
や
池
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
特
色
と
四
季

折
々
の
自
然
が
多
く
の
登
山
客
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

天孫降臨の舞台である霧島には、
悠久の歴史を伝える数々の神話と、
豊かな自然がいまも多く残り、
四季折々の美しい風景は私たちの心に
深い感銘を与えてくれます。
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霧
島
に
魅
せ
ら
れ
て

霧
島
地
区
に
住
む
田
之
上
征
春
さ
ん
（
68
歳
）は
、

霧
島
に
魅
せ
ら
れ
て
宮
崎
市
か
ら
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。

田
之
上
さ
ん
は
宮
崎
市
出
身
。
宮
崎
市
内
で
高
校

の
教
諭
を
し
て
い
ま
し
た
が
登
山
好
き
の
妻
と
２
人

の
息
子
が
霧
島
を
気
に
入
り
、
強
い
勧
め
が
あ
っ
て
、

退
職
ま
で
あ
と
２
年
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
９
年
に

霧
島
に
永
住
。
２
年
間
は
宮
崎
市
内
ま
で
２
時
間
か

け
て
通
勤
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
は
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た
引
越
し
も
、

霧
島
の
雄
大
な
自
然
の
中
で
暮
ら
す
に
つ
れ
、
２
時

間
の
通
勤
も
苦
に
な
ら
な
い
く
ら
い
霧
島
で
の
暮
ら

し
を
満
喫
し
始
め
た
そ
う
で
す
。

田
之
上
さ
ん
の
趣
味
は
登
山
。
霧
島
に
引
っ
越
し

て
く
る
４
年
前
か
ら
始
め
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
家

族
の
影
響
。
そ
れ
ま
で
家
族
は
登
山
が
趣
味
で
、
田

之
上
さ
ん
は
あ
ま
り
興
味
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
家
族
に
誘
わ
れ
て
何
回
か
登
る
う
ち
に
山
の

魅
力
に
惹
か
れ
、
今
で
は
家
族
の
中
で
一
番
登
山
に

の
め
り
込
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
霧
島
登
山
が
一
番

好
き
で
、
永
住
先
を
霧
島
に
決
め
た
の
も
好
き
な
山

に
い
つ
で
も
登
れ
る
か
ら
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

大
好
き
な
登
山
が
縁
で
、
平
成
14
年
か
ら
は
霧
島

登
山
の
ガ
イ
ド
を
す
る
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
に
入
り
、
年

宮崎市出身。平成５年ごろか
ら家族の影響で登山を始める。
平成９年霧島に魅せられ永住。
平成１１年３月まで宮崎市で高
校の教諭を勤める。平成１４年
霧島連山トレッキングガイドクラ
ブに入りガイドを始める。平成
１８年度から環境省の自然公園
指導員を勤める。

◎霧島連山ガイドクラブ

田
た
之
の
上
うえ
征
ゆき
春
はる
さん

霧島連山を巡る
高千穂河原の登山口から、馬の背を越えて、標高1,574mの高千穂峰の山頂を目指す約
１時間30分の登山コース。途中細かい砂利や足場の悪いところもありますが、見晴らし
の良い場所からは遠く錦江湾・桜島を望む絶景を楽しむことができます。神々が降り立つ
といわれる山頂には、瓊

ニ ニ ギ ノ ミ コ ト

々杵尊の忘れ物といわれる「天の逆鉾」があります。

本格的な登山からデイパックにお弁当ひとつ詰めての気軽なハイキング。
森の小鳥や動物たち、可憐な花や湖、滝があなたを新鮮な感動へといざないます。

◎霧島山登山案内

登 山 ・ ト レ ッ キ ン グ

P
R

P
F

I
L

E

古宮址

火口

馬の背

馬
門
の
丘

山
頂
小
屋

天
の
逆
鉾

至
皇
子
原
・
二
子
石

至
え
び
の
高
原

高
千
穂
河
原
バ
ス
停

キャンプ場

高千穂河原キャンプ場

高千穂河原
ビジターセンター 高千穂峰

（1574m）

高千穂峰
神々が降り立ったと伝えられる高千穂峰。山頂には天
孫降臨の神話で名高い天の逆鉾がたち、神話の世界
を彷彿（ほうふつ）とさせます。
高千穂河原の登山口から約１時間半。途中足場の悪
いところもあり、初心者には険しい道ですが、錦江湾
や桜島など美しい景色を楽しめる登山道です。
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昔、昔、その大昔、まだ天地がはじめてできたころ、 高天原（タカ

マガハラ）に天之御中主神 （アメノミナカヌシノカミ）、次に高御産巣

日神 （タカミムスビノカミ）、次に神産巣日神 （カミムスビノカミ）が

おられました。それから七代の末に伊弉諾命（イザナギノミコト）、伊

弉冉命（イザナミノミコト）の二柱の神様が出ておいでになりました。

この二柱の神様が大八州（今の日本の国土）をおつくりになり、山川

草木その他もろもろのものを司る神々をお産みになり、最後は天照大

神（アマテラスオオミカミ）、月読命（ツキヨミノミコト）、素戔男命 （ス

サノオノミコト）の三柱の神様をお産みになりました。

この天照大神は女神であり、徳の高い神様でした。天照大神）は、

高天原を治め、月読命は夜の食国を、素戔男命 は海原を治めるようにと、

それぞれ分担されました。

天孫降臨伝説
素戔男命 は大変勇ましい神様でした。ある時、高天原を治めてい

る天照大神に大変な乱暴をされたので、 天照大神はとうとうがまんで

きずに立腹されて、天の岩戸に閉じこもってしまわれました。ところ

が、高天原は暗黒になってしまい、色々な災いが起こりました。そこで、

八百萬の神々は、どうしてももう一度、天照大神に出てもらわなけれ

ばいけないと、いろいろ相談をされました。そして、天の岩屋の前で

にぎやかな神集いをされ、天照大神は再び高天原を治めるようになり

ました。高天原は、もとどおり明るい平和な所になりました。

　平和になった高天原の天照大神は、御孫の瓊瓊杵尊（二ニギノミ

コト）が成長されたので、豊葦原の中つ国におつかわしになることに

なりました。豊葦原の中つ国が、日本の古い名だと言われています。

瓊瓊杵尊は、天児屋命（アメノコヤネノミコト）、天太玉命（アメノ

フトダマノミコト）やその他多くの神々と共に高天原から豊葦原の中

つ国に降りてこられました ｡そしてお降りになったので高千穂だとい

うのです。これが天孫降臨の神話です ｡

間
約
80
回
登
山
を
さ
れ
て
い
ま
す
。「
ガ
イ
ド
ク
ラ

ブ
を
通
じ
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の
登
山

客
と
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
ガ
イ

ド
を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
草
花
な
ど
の
植
物
も

覚
え
る
よ
う
に
な
り
、
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
ま

す
ま
す
登
山
が
好
き
に
な
っ
た
」
と
話
す
田
之
上
さ

ん
。霧

島
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
聞
く
と
、「
環
境
が
と

て
も
い
い
。
い
ま
の
時
期
は
、
朝
は
う
ぐ
い
す
の
声

で
目
覚
め
、
昼
は
新
緑
の
中
で
の
ん
び
り
過
ご
し
、

夕
方
は
夕
焼
け
に
染
ま
る
霧
島
が
最
高
に
綺
麗
で
夜

は
満
点
の
星
が
輝
く
大
パ
ノ
ラ
マ
。
山
は
四
季
折
々

天
の
逆
鉾
は
一
説
に
よ
る
と
奈
良
時
代
に
は
既
に
あ
っ
た
と
れ
、
そ
の
由
来
と
共
に
謎
は
多
い
。

坂
本
龍
馬
も
天
の
逆
鉾
を
見
る
為
に
高
千
穂
峰
に
登
っ
た
と
言
う
。

の
楽
し
み
が
あ
り
毎
日
が
発
見
の
連
続
。
こ
ん
な
大

自
然
の
中
で
暮
ら
す
だ
け
で
心
が
癒
さ
れ
る
。
私
は

引
っ
越
し
て
き
て
か
ら
風
邪
を
ひ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
で
暮
ら
す
だ
け
で
健
康
に
な
れ
る
気

が
し
ま
す
。

こ
こ
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

体
が
動
く
限
り
登
山
を
続
け
、
霧
島
ラ
イ
フ
を
楽
し

み
た
い
」
と
話
し
て
ま
し
た
。

霧
島
の
大
自
然
は
私
た
ち
の
宝

与
謝
野
晶
子
な
ど
、
過
去
に
多
く
の
歌
人
が
歌
を

残
し
た
霧
島
。
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
た
霧
島
は
霧
島

市
の
名
前
の
由
来
で
も
あ
り
ま
す
。

数
十
万
年
前
か
ら
噴
火
を
繰
り
返
し
て
き
た
霧
島

連
山
は
、
い
つ
の
時
代
も
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
シ

ン
ボ
ル
で
す
。
古
く
は
天
孫
降
臨
の
舞
台
と
し
て

数
々
の
神
話
を
残
し
、
今
で
は
多
く
の
登
山
・
観
光

客
を
と
り
こ
に
す
る
大
自
然
。
四
季
折
々
に
姿
を
変

え
る
山
は
感
動
と
ロ
マ
ン
を
与
え
、
全
国
各
地
か
ら

多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
ま
す
。

霧
島
の
魅
力
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
。
田
之
上
さ

ん
は
「
山
は
毎
日
表
情
が
変
わ
り
、
私
た
ち
を
迎
え

て
く
れ
る
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
霧

島
の
魅
力
を
感
じ
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
浪
池
と
韓
国
岳

韓
の
国
（
朝
鮮
半
島
）
ま
で
見
渡
せ
る
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
付
い
た

と
い
わ
れ
る
韓
国
岳
。
傾
斜
は
比
較
的
穏
や
か
な
の
で
初
心
者
で
も

山
登
り
に
気
軽
に
ト
ラ
イ
で
き
ま
す
。

大
浪
池
は
日
本
有
数
の
標
高
に
位
置
す
る
火
口
湖
。
神
秘
的
な
碧
い

湖
面
に
樹
々
の
緑
を
映
し
出
す
湖
へ
は
登
山
口
か
ら
40
分
ほ
ど
。
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姉
妹
都
市

【人口】40,745人【世帯数】11,908 世帯
【面積】112.31㎢（数値はＨ18.4.1現在）
　海津市は岐阜県の最南端に位置し、西部・
南部を三重県に、東部を木曽・長良川によって
愛知県に隣接しています。市の中央部を揖斐
（いび）川が流れ、トマトやキュウリなどの施設
園芸や大区画のほ場整備により稲作が盛んで
す｡また、温暖な気候と地形を生かしたミカンや
柿などの果樹栽培も行われています｡
　また、商売繁盛の神様で知られ、年間200
万人の参拝客で賑わう「千代保稲荷神社」や
チューリップ祭りが行われる「国営木曽三川公
園」、天然温泉の「海津温泉」「水晶の湯」と
いった観光施設も整備されています｡

岐
阜
県 

海かい
津づ
市

海津市

岐
阜
県
海
津
市
と
姉
妹
都
市
盟
約

を
、
長
崎
県
雲
仙
市
と
観
光
姉
妹
都

市
盟
約
を
そ
れ
ぞ
れ
結
ぶ
た
め
、
４

月
24
日
か
ら
28
日
の
５
日
間
、
海
津

市
に
は
前
田
終
止
市
長
、
西
村
新
一

郎
議
長
ら
45
人
が
、
雲
仙
市
に
は
38

人
が
訪
問
し
、
今
後
一
層
の
交
流
と

発
展
を
誓
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

一
行
は
仕
上
が
っ
た
ば
か
り
の
真
新

し
い
霧
島
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
法は

っ
ぴ被

を
着

て
霧
島
市
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
努
め
ま

し
た
。

海
津
市
は
平
成
17
年
3
月
28
日
に

海
津
町
、
平
田
町
、
南
濃
町
と
合
併

し
て
海
津
市
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

旧
海
津
町
と
国
分
市
は
薩
摩
義
士

の
宝
暦
治
水
の
縁
で
昭
和
45
年
11
月

5
日
に
姉
妹
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
回
、
４
月
25
日
、
両
市
町
の
合
併

を
期
に
海
津
市
と
霧
島
市
と
姉
妹
盟

約
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

盟
約
式
は
海
津
市
役
所
海
津
庁
舎

で
あ
り
、
両
市
の
関
係
者
約
１
４
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
で

は
両
市
長
と
も「
薩
摩
義
士
」に
触
れ
、

海
津
市
の
松
永
清
彦
市
長
は
「
今
ま

で
の
歩
み
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
友
好
、

親
善
を
深
め
た
い
」、
前
田
終
止
市

市
町
村
合
併
に
よ
り
新
た
に
海
津
市
・
霧
島
市
と
な
り
、

今
後
更
な
る
交
流
の
発
展
を
誓
い
、

新
市
と
し
て
姉
妹
都
市
盟
約
を
結
び
ま
し
た
。

薩摩義士の遺徳をしのび治水神社春季大祭を開催（海津市）

署名後両市長、議長が固い握手

霧島市

海津市

雲仙市

広報きりしま  6

n
e
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盟
約
締
結

【人口】51,274人【世帯数】16,351世帯
【面積】206.85㎢（数値はＨ18.3.31現在）
　平成17年10月11日に国見町、瑞穂町、吾妻
町、愛野町、千々石町、小浜町、南串山町の７町
が合併して雲仙市になりました。島原半島の北
西部に雲仙普賢岳を取り巻くように位置してお
り、北岸は有明海、西岸は橘湾に面しています。
地勢は、雲仙山系の険しい山地とそれに連な
る丘陵地および海岸沿いに広がる平野部から
なっています。また、気候については、温暖多雨
の恵まれた条件にあります。橘湾や有明海を望
む美しい海岸線や普賢岳、雲仙地獄といった
雄大な自然環境があり、雲仙天草国立公園は
日本最初の国立公園に指定されています。

長
崎
県 

雲う
ん

仙ぜ
ん

市

雲仙市
長
は
「
心
と
心
を
結
ぶ
真
の
姉
妹
都

市
と
な
る
よ
う
に
努
め
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

式
典
で
は
盟
約
書
に
署
名
、
市
旗

の
交
換
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

同
時
に
大
地
震
な
ど
に
備
え
る
た
め
、

相
互
に
助
け
合
う
「
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
相
互
援
助
協
定
」
も
締
結
。

海
津
市
青
年
団
体
連
絡
協
議
会
と
霧

島
市
連
合
青
年
団
の
「
姉
妹
青
年
団

盟
約
」
も
結
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
海
津
市
を
訪
れ
た
一
行

の
一
部
は
雲
仙
市
に
向
か
い
霧
島
市

の
観
光
協
会
関
係
者
ら
と
合
流
し
総

勢
38
人
で
観
光
姉
妹
都
市
盟
約
の
記

念
式
典
に
望
み
ま
し
た
。　

４
月
27
日
、
雲
仙
市
吾あ

妻づ
ま

町
の
ふ

る
さ
と
会
館
で
あ
っ
た
盟
約
式
で
観

光
発
展
に
向
け
交
流
を
深
め
合
う
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

雲
仙
市
の
旧
小
浜
町
と
牧
園
、
霧

島
両
町
は
合
併
前
に
観
光
姉
妹
町
の

関
係
に
あ
り
、
昭
和
44
年
の
締
結
以

来
、
全
国
で
合
同
の
観
光
宣
伝
活
動

や
町
民
同
士
の
相
互
訪
問
や
児
童
生

徒
の
交
流
会
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
市
町
村
合
併
で
新
市
に
な
っ

て
か
ら
も
こ
う
し
た
友
好
関
係
を
継

続
し
て
い
こ
う
と
姉
妹
都
市
の
盟
約

を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
雲
仙

市
の
奥
村
愼
太
郎
市
長
が
「
長
年
の

交
流
の
歴
史
は
か
け
が
え
の
な
い
財

産
で
す
。
今
後
も
市
民
上
げ
て
友
情

を
深
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、

ま
た
前
田
市
長
が
「
新
た
に
誕
生
し

た
両
市
が
さ
ら
な
る
交
流
の
推
進
を

図
り
、
共
に
助
け
合
っ
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

日
本
で
最
初
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
霧
島
国
立
公
園
と

雲
仙
国
立
公
園
を
か
か
え
る
両
市
が
観
光
を

将
来
に
わ
た
っ
て
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に

観
光
姉
妹
都
市
盟
約
を
結
び
ま
し
た
。

式典に参加した皆さんで署名締結を祝った

ＰＲ用の真新しい法被を着て握手
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Zoom up Kirishima 

FUKUYAMA
憲
法
記
念
日
の
５
月
３
日
に
福
山

町
佳
例
川
の
羽は

山や
ま

神
社
で
羽
山
ま
つ

り
が
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま

し
た
。
こ
の
神
社
は
「
豊と

よ

受う
け

昆ひ

売め
の

命み
こ
と」

を
御
祭
神
と
し
享
保
17
年
（
１

７
３
２
年
）
の
創
建
で
、
昔
か
ら
農

業
の
繁
栄
と
牛
馬
の
守
護
神
と
し
て

地
域
住
民
の
崇す

う

敬け
い

を
広
く
あ
つ
め
て

い
ま
す
。

午
前
中
は
神
社
横
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
で
30
チ
ー
ム
出
場
の
奉
納
試
合

が
あ
り
、
午
後
か
ら
郷
土
芸
能
発
表

に
移
り
華
や
か
な
佳
例
川
地
区
女
性

部
の
踊
り
や
歌
な
ど
見
物
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
ポ

ニ
ー
と
や
ぎ
の
体
重
当
て
ク
イ
ズ
や

豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り

終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

羽
山
ま
つ
り
で

農
業
繁
栄
祈
願

リズムに乗った踊りを披露するポニー号

KOKUBU

野口橋付近の渋滞緩和が期待される天降川橋

MIZOBE

慎重に摘み取り作業をする生産者

福山

国分

溝辺

POINT OF VIEW

K O K U B U  K I R I S H I M A  M A K I Z O N O  Y O K O G A W A  H A Y A T O  M I Z O B E  F U K U Y A M A

野
口
橋
付
近
の
交
通
渋
滞
緩
和
な

ど
を
目
的
に
国
分
中
央
を
起
点
と
し

て
、
市
道
天
降
川
線
を
経
由
し
、
国

道
２
２
３
号
（
隼
人
町
見
次
）
と
を

結
ぶ
幹
線
道
路
に
天
降
川
橋
が
完
成

し
４
月
24
日
に
開
通
式
典
が
あ
り
ま

し
た
。
式
で
は
神
事
の
ほ
か
天
降
川

橋
の
命
名
者
を
代
表
し
て
青
葉
小
学

校
６
年
生
の
山
下
祐
季
さ
ん
ら
10
人

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
浄
光
保
育
園
と
宮
内
保
育
園

の
園
児
や
関
係
者
が
渡
り
初
め
を
し

ま
し
た
。

平
成
10
年
９
月
に
事
業
着
手
し
お

よ
そ
８
年
半
を
か
け
て
完
成
し
た
天

降
川
橋
は
、
橋
の
長
さ
が
１
５
５
㍍

で
幅
が
16
㍍
、
総
事
業
費
は
約
13
億

５
千
万
円
で
し
た
。

国
分
隼
人
結
ぶ

天
降
川
橋
完
成

見
渡
す
限
り
お
茶
畑
が
広
が
り
、

新
茶
の
香
り
に
満
ち
た
溝
辺
地
区
で

平
成
18
年
度
全
国
茶
・
九
州
茶
品
評

会
に
出
品
す
る
た
め
の
お
茶
摘
み
が

あ
り
ま
し
た
。
生
産
者
は
、
大
切
な

茶
葉
に
傷
を
付
け
な
い
よ
う
真
剣
な

表
情
と
慎
重
な
手
つ
き
で
作
業
を
し

て
い
ま
し
た
。

近
年
「
き
り
し
ま
み
ぞ
べ
茶
」
は

生
産
者
の
努
力
に
よ
る
高
い
技
術
の

継
続
で
、
姶
良
地
区
内
お
よ
び
鹿
児

島
県
内
で
も
優
秀
な
成
績
を
数
多
く

残
し
て
き
ま
し
た
。
毎
年
「
お
茶
の

安
全
祈
願
祭
」を
し
て
、「
茶ち

ゃ

魂こ
ん

の
碑
」

に
１
年
の
豊
作
と
茶
関
連
作
業
の
安

全
を
祈
願
し
、
お
い
し
く
て
ク
リ
ー

ン
な
お
茶
を
全
国
の
消
費
者
に
届
け

て
い
ま
す
。

大
切
な
茶
業
に

愛
情
を
込
め
て

広報きりしま  8
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YOKOGAWA

みんなでカレー作りに挑戦

MAKIZONO

一葉ずつ丁寧に摘み取る茶娘姿の女性ら

KIRISHIMA

伝統の調理法を熱心に聞き入る参加者

HAYATO

ステージ前の用水路にはホタルが飛び交った

牧園

霧島

隼人

横川

５
月
16
日
、
牧
園
町
下
中
津
川
稼か

せ
き

原ば
る

に
立
つ
大
茶
樹
の
茶
摘
み
が
約
40

年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
茶
樹
は
樹
齢
１
２
０
年
以
上
、

高
さ
４
・
５
㍍
も
あ
り
戦
前
、
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
た
日

本
一
の
大
茶
樹
を
挿
し
木
し
て
育
て

た
も
の
で
す
。

生
産
者
が
中
心
と
な
っ
て
発
足
し

た
霧
島
大
茶
樹
保
存
会
が
、
長
い
歴

史
を
持
つ
霧
島
茶
の
銘
柄
普
及
を
目

指
し
て
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

や
ぐ
ら
の
上
で
は
、
茶
か
ご
を

持
っ
た
女
性
ら
が
一
葉
ず
つ
丁
寧
に

摘
み
取
り
ま
し
た
。

摘
み
取
っ
た
茶
葉
は
３
㌔
に
も
な

り
釜
い
り
し
て
、
霧
島
神
宮
に
奉
納

さ
れ
ま
す
。

霧
島
茶
の

銘
柄
普
及
を
目
指
せ

４
月
28
日
、
霧
島
地
区
で
霧
島
た

べ
も
の
伝
承
塾
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
食
を
大
切
に
す
る
文
化

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
る
霧
島
食
育
研
究
会
が
毎
月

開
い
て
い
る
レ
シ
ピ
の
な
い
料
理
教

室
で
す
。
毎
回
、
霧
島
に
伝
わ
る
料

理
な
ど
を
、
地
元
の
方
が
伝
授
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
10
人
が
参
加
し
て

あ
く
ま
き
と
ふ
く
れ
菓
子
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

同
研
究
会
代
表
の
千
葉
し
の
ぶ
さ

ん
（
霧
島
）
は
「
伝
統
料
理
や
行
事

料
理
な
ど
食
べ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も

作
り
方
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
、

こ
の
教
室
を
通
じ
伝
統
の
味
を
受
け

継
い
で
い
け
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

霧
島
の
伝
統
の

味
を
受
け
継
ぐ

間
も
な
く
梅
雨
に
入
ろ
う
と
す
る

５
月
21
日
、
宮
内
原
用
水
路
沿
い
に

あ
る
蛭
児
神
社
で
第
17
回
ホ
タ
ル
の

夕
べ
が
あ
り
お
よ
そ
６
０
０
人
の
観

客
が
訪
れ
ま
し
た
。

か
が
り
火
が
焚
か
れ
辺
り
が
徐
々

に
暗
く
な
る
午
後
６
時
30
分
か
ら
始

ま
り
、
最
初
に
主
催
者
で
ひ
ま
わ
り

倶
楽
部
代
表
の
芝
幸
宏
さ
ん
が
、
ホ

タ
ル
の
生
態
と
「
ホ
タ
ル
が
住
め
る

き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
観
客
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

や
コ
ー
ラ
ス
、
プ
ロ
歌
手
の
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
な
ど
に
聞
き
入
り
、
ま
た
イ
ベ

ン
ト
の
最
中
に
は
ホ
タ
ル
が
飛
び
交

い
、大
人
も
子
ど
も
も
「
ホ
タ
ル
だ
」

と
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う

蛭
児(

ひ
る

こ)

神
社

横
川
町
で
は
昭
和
59
年
か
ら
町
内

の
中
学
校
と
小
学
校
の
全
児
童
生
徒

が
参
加
し
て
、
学
校
と
地
域
が
一
体

で
取
り
組
む
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
活
動

「
ふ
る
さ
と
の
時
間
」
を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

今
年
は
５
月
20
日
に
18
カ
所
の
地

区
に
分
か
れ
て
実
施
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
趣
向
を
凝
ら
し
た
活
動
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

崎
山
地
区
で
は
県
指
定
文
化
財
の

岩
堂
観
音
な
ど
の
史
跡
め
ぐ
り
を
行

い
、
地
元
に
伝
わ
る
歴
史
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

正
牟
田
・
野
坂
地
区
で
は
、
手
打

ち
そ
ば
作
り
に
挑
戦
。
地
元
の
高
齢

者
な
ど
が
子
ど
も
た
ち
に
そ
ば
打
ち

や
切
り
方
な
ど
を
伝
授
し
ま
し
た
。

地
域
一
体
と
な
っ
た

教
育
活
動
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舞
鶴
中
学
校
は
平
成
15
年
４
月
、

国
分
中
学
校
の
過
大
規
模
化
を
解
消

す
る
た
め
、
分
離
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

国
分
福
島
地
区
の
田
園
地
帯
に
あ
り
、

「
舞
鶴
中
学
校
生
徒
と
し
て
の
誇
り

を
持
ち
、
確
か
な
知
性
と
社
会
性
を

身
に
つ
け
た
実
践
力
と
創
造
性
に
富

む
心
豊
か
な
た
く
ま
し
い
生
徒
の
育

成
」
を
目
指
し
、
６
０
５
人
（
男
子

３
１
４
人
・
女
子
２
９
１
人
）
の
生

徒
が
学
ん
で
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
今
年
５
月
、

第
35
回
鹿
児
島
県
中
学
校
春
季
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
大
会
決
勝
戦
で
男
子
は
隼

人
中
学
校
を
、
女
子
は
重
富
中
学
校

を
制
し
、
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
楽
し
む

男
子
部
員
34
人
、
女
子
部
員
32
人
、

計
66
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。「
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
の
魅
力
は
チ
ー
ム
プ

レ
ー
の
楽
し
さ
。
舞
鶴
中
学
校
の
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
勝
つ
こ
と
に
も
こ

だ
わ
り
ま
す
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

大
切
さ
を
指
導
し
て
い
ま
す
」
と
は

顧
問
の
山
崎
千
加
子
先
生
。

試
合
で
は
ほ
ぼ
全
員
を
出
場
さ
せ

る
こ
と
で
、
部
員
一
人
ひ
と
り
が
全

員
プ
レ
ー
を
心
が
け
、
試
合
が
終
わ

る
と
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
掲
げ
課
題

を
持
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。

試
合
経
験
を
積
む
こ
と
も
重
要
で
、

中
学
生
だ
け
で
な
く
高
校
生
に
も
練

習
試
合
を
挑
み
、
ま
た
県
外
の
強
豪

チ
ー
ム
と
も
遠
征
試
合
を
す
る
な
ど

戦
力
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

男
子
部
キ
ャ
プ
テ
ン
の
恵え

村む
ら

太
朗

さ
ん
（
３
年
）
は
、「
み
ん
な
で
協

力
し
て
勝
っ
た
時
は
本
当
に
う
れ
し

い
。
練
習
は
き
つ
い
け
ど
そ
の
分
、

試
合
で
笑
え
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

今
後
は
姶
良
地
区
と
鹿
児
島
県
中

学
校
総
合
体
育
大
会
が
控
え
て
い
ま

す
。

文武両道を目指し励む学校
生徒と先生が一体となり、勉強も部活動も頑張っています。

県春季ハンドボール大会で男女アベック優勝の舞鶴中

校訓は「志学・奉仕・練磨」で生徒と教師が一体とな
り保護者、地域とも連携しながら中学校運営に取り組ん
でいます｡部活動を通じて生きるための心、体、知識を
身につけてほしいと思います｡部活動は日々の練習過程
が重要であり、負けても乗り越える頑張りが必要です｡
舞鶴中は創立４年目、生徒自身が「自分たちがこの学
校の校風を作っていくんだ」という気持ちがあれば、それ
が自分を元気にし、すばらしい挑戦にもつながっていくの
ではないかと思っています｡

◎
舞
鶴
中
学
校緒お

方が
た

義
春
校
長

舞鶴中学校
ハンドボール部
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i
n

t
r
o

d
u

c
t
i
o

n

苦
難
の
乗
り
越
え
方
（
江
原
啓

之
）
キ
ャ
パ
の
あ
る
人
が
、

成
功
す
る
（
中
谷
彰
宏
）
異
能
の
勝

者
（
中
村
彰
彦
）
コ
ー
カ
サ
ス
を
知

る
た
め
の
六
十
章
（
北
川
誠
一
）
住

宅
ロ
ー
ン
を
返
せ
な
く
な
っ
た
と
き

に
読
む
本
（
伊
藤
光
記
）
教
え
上
手

に
な
る
！
（
関
根
雅
泰
）
読
み
書
き

障
害
〈
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
〉
の
す
べ

て
（
サ
リ
ー
・
シ
ェ
イ
ウ
ィ
ッ
ツ
）

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
２

（
明
橋
大
二
）
記
念
日
・
祝
日
の
事

典
（
加
藤
迪
男
）
人
工
呼
吸
・
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
が
で
き
な
く
て
も
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
、
使
っ
て
く
だ
さ
い
（
輿
水
健

治
）
ふ
だ
ん
着
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
（
村

上
伊
万
里
）
散
歩
の
あ
い
ま
に
こ
ん

な
こ
と
を
考
え
て
い
た
（
松
浦
誹
寿

輝
）
狙
わ
れ
た
シ
ー
ク
（
ロ
レ
ス
・

ア
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
）
ピ
ラ
ニ
ア
の
生

「
く
ら
し
の
中
に
図
書
館
を
」今
月
の
新
刊
。

活
（
ア
ラ
ン
・
Ｍ
・
ベ
ル
ジ
ュ
ロ

ン
）
他
【
国
分
図
書
館
】

ち
ょ
っ
と
ま
じ
め
な
日
本
史

上
・
下
（
五
味
文
彦
）
季
節

を
味
わ
う
野
草
摘
み
（
西
野
文
子
）

息
を
聴
け　

熊
本
盲
学
校
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
の
挑
戦
（
富
田 

篤
）
『
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
の
誕
生
』
視
覚
文
化
へ
の
招
待

（
岡
田
温
司
）
焼
き
そ
ば
う
え
だ

（
さ
く
ら
も
も
こ
）
チ
ー
ム
バ
チ
ス

タ
の
栄
冠
（
海
堂 

尊
）
や
っ
た
ね
！

へ
ん
て
こ
ラ
イ
オ
ン
（
長 

新
太
）
ラ

ン
プ
の
精
１
・
２
（
Ｐ
・
Ｂ
・

カ
ー
）
他
【
隼
人
図
書
館
】

霧島市立図書館に
おいでください。
霧島市７カ所の図書館（室）で本が
借りられます。

国分図書館／☎64-0918
① ９:30～21:00
② 12月29日～１月3日
 特別整理期間6月19日（月）～28日（水）

隼人図書館／☎43-7574
① 平日／10:00～19:00
 土・日・祝日／９：00～17：00
　【夏休み期間】
 平日／９:00～19:00
 土・日・祝日／９：00～17：00
② 月曜日
 12月29日～１月3日
 特別整理期間／11月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
① ８:30～19:00
② 12月29日～１月3日

横川図書室／☎72-1596
① ９:00～17:00
② 火曜日・祝日
 12月29日～１月3日

牧園図書室／☎78-3349
① ８:30～19:00
② 12月29日～１月3日

霧島図書室／☎57-0316
① 月・水・金／８:30～17:00
 火・木・土／８:30～20:00
② 日曜日・祝日
 12月29日～１月3日

福山図書室／☎56-2026
① ８:30～17:00
② 土・日曜日・祝日
 12月29日～１月3日
【①開館時間　②休館日】

無痛 PAINLESS　
久坂部 羊 著　
一目で症状がわかる２人の天才
医師、「痛み」の感覚を持たない
男、別れた妻を追い回すストー
カー、殺人容疑のまま施設を脱走
した14歳の少女、そして刑事た
ちに立ちはだかる刑法39条。罪
なき罰と、罰なき罪。悪いのは誰
だ？

HOMEMADE
ヨーグルト
宮口 泰三・磯沼 正徳 著
家庭でつくるヨーグルトのレシピ
集。「洋梨のすりながし」などの手
軽にできるものから、「子羊のヨー
グルト・マリネ」などのちょっと手の
込んだものまで、幅広く紹介。ヨー
グルトを手づくりする方法も、丁寧
に解説します。

玉井 海幸彦と山幸彦
白石 皓大 絵　片山 清司 文
はるか昔の兄弟の神様、海幸彦
と山幸彦。釣りに出かけた弟の
山幸彦は、兄・海幸彦の大事な
釣り針を無くしてしまう。やむなく、
海の中に探しに行った山幸彦
は、そこで豊玉姫に出会い・・・。
神話に題材を得た、能「玉井」の
物語。

ひとりぼっちの
スーパーヒーロー
マーティン・リーヴィッド 作
ヘックはママとふたり暮らし。心に
病を抱えるママは、時々へックを
おいて遠くへ行ってしまう。ヘック
はスーパーヒーローになった姿を
想像し、たった１人でママを見つ
け出そうとする・・・。親のかけがえ
のなさを描く感動のドラマ。
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❶  鮎は両面を３分間ぐらいず
つ焼き、身をほぐし、はらわ
たを取り除く。

❹  炊き上がったら、ほぐした鮎
の身を混ぜ器に盛り、紅しょ
うが、ごまをちらす。

❸  にんじん、しいたけ、しょう
がをみじん切りにし、洗った
米と[Ａ] を入れ、炊飯器で
炊く。

❷  ❶の鮎の骨と頭で鮎だしを
とる。

[材料（５人分）] 
鮎…………………… ３～４尾
米………………………… ３合
人参……………………… 30㌘
もどし椎茸……………… 30㌘
しょうが………………… 15㌘
紅しょうが……………… 少々
ごま……………………… 少々

[Ａ]
鮎だし………………… 400cc
水＋椎茸のもどし汁… 150cc
めんつゆ…………………30cc
酒…………………………15cc
塩………………………… 少々

HOW TO
COOK!

◎隼人町小田
深田 勝子さん

あ
ゆ
Sweetfish

川魚の代表「鮎」は
食べたときに独特の香りがあるため、
「香

あ ゆ

魚」とも呼ばれます｡
他に寿命が 1年ということで「年

あ

魚
ゆ

」の別名もあります｡
ビタミンB群を豊富に含み、
丸ごと食べることで骨のカルシウムや
内臓のビタミンDが摂取できます｡

鮎を丸ごと焼いて鮎の塩焼き？
いいえ、それだけで終わらないのが今月のメニュー。
身をほぐした後のだし汁で鮎めしに挑戦してみては。

A sweetfish meal
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s
l

o
w

 
f

o
o

d

き
り
し
ま 

旬
素
材 

食
べ
て
み
や
ん
せ
。

春
、
川
の
水
が
少
し
ず
つ
温
か
く
な
り
始
め
る
と
天

降
川
や
検
校
川
に
鮎
が
遡そ

上じ
ょ
うし

て
き
ま
す
。
天
降
川
に

合
流
す
る
霧
島
川
に
あ
る
松
永
漁
業
協
同
組
合
の
津
田

和
勝
組
合
長
の
話
に
よ
る
と
今
年
は
２
月
中
旬
に
は
松

永
地
区
の
花か

山や
ま

井い

堰ぜ
き

で
た
く
さ
ん
の
稚
鮎
が
確
認
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

鮎
は
１
年
で
一
生
を
終
え
る
一
年
魚
で
２
月
ご
ろ
か

ら
５
月
ご
ろ
に
川
を
遡
上
し
、
５
月
か
ら
８
月
の
夏
場

に
石
に
つ
い
た
こ
け
を
食
べ
て
成
長
、
秋
口
の
９
月
ご

ろ
か
ら
11
月
に
な
る
と
落
ち
鮎
と
し
て
川
を
下
り
、
小

さ
な
石
が
あ
る
場
所
で
産
卵
し
て
生
涯
を
終
え
ま
す
。

そ
し
て
卵
は
１
週
間
ほ
ど
で
孵ふ

化か

、
海
へ
と
下
り
動
物

性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ
大
き
く
な
っ
て
ま
た
川
へ
と

帰
っ
て
き
ま
す
。
鮎
は
１
㍍
か
ら
２
㍍
の
範
囲
を
縄
張

り
と
し
て
、
他
の
鮎
が
来
る
と
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
ま

す
。
特
に
夏
に
な
る
と
気
性
が
激
し
く
な
り
ま
す
。
こ

の
気
性
の
荒
さ
を
利
用
し
た
の
が
鮎
の
友
釣
り
で
す
。

今
回
、
鮎
を
使
っ
て
鮎
め
し
を
作
っ
て
く
れ
た
の
は

会
員
58
人
の
霧
島
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

隼
人
支
部
長
の
深
田
勝
子
さ
ん
。
グ
ル
ー
プ
で
は
毎
年

６
月
に
開
催
さ
れ
る
鮎
祭
り
に
参
加
、
隼
人
町
商
工
会

女
性
部
の
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
な
が
ら
鮎
め
し
の
無

料
配
布
を
し
ま
す
。
去
年
ま
で
は
１
、０
０
０
食
で
し

た
が
今
年
は
１
、２
０
０
食
に
挑
戦
で
す
。

６
月
１
日（
霧
島
川
上
流
の
霧
島
地
区
は
７
月
１
日
）

鮎
漁
が
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。
鮎
が
住
め
る
き
れ
い
な
川

を
保
つ
た
め
に
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と
。
釣
り
針
や
ご
み

は
持
ち
帰
る
、
家
庭
の
台
所
用
洗
剤
な
ど
の
雑
排
水
を

少
し
で
も
減
ら
す
こ
と
を
心
が
け
、
み
ん
な
で
川
を
き

れ
い
に
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
せ
ん
か
。

鮎
を
丸
ご
と
使
っ
た

鮎
め
し
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私
は
首
か
ら
下
の
運
動
機
能
を
失
い
ま
し
た
。
で
も
、

可
能
性
を
失
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
…

長
丸
修
一
さ
ん
は
、
平
成
５
年
（
当
時
、
大
学
３
年
生
）

に
不ふ

慮り
ょ

の
事
故
で
頚け

い

椎つ
い

を
損
傷
し
、
首
か
ら
下
の
運
動
機

能
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当
時
は
不
自
由
な
暮
ら
し

に
落
ち
込
み
、
自じ

暴ぼ
う

自じ

棄き

に
お
ち
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
懸
命
な
家
族
の
介
護
で
元
気
を
取
り
戻
し
、
通
っ

て
い
た
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
、
生
き
が
い
を
探
し
て
い
た
長
丸
さ
ん
に

「
あ
な
た
は
す
べ
て
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
何
か
で

き
る
は
ず
」
と
励
ま
す
家
族
の
勧
め
も
あ
っ
て
始
め
た
の

が
絵
を
描
く
こ
と
で
す
。

首
か
ら
下
が
動
か
な
い
長
丸
さ
ん
は
、
絵
筆
を
口
に
く

わ
え
て
絵
を
描
き
ま
す
。
ベ
ッ
ド
の
上
で
絵
筆
を
く
わ
え

絵
を
書
く
こ
と
は
、
首
と
肩
に
か
な
り
の
負
担
が
か
か
る

た
め
、
一
日
２
時
間
ま
で
が
限
界
。
一
枚
仕
上
げ
る
の
に

約
１
カ
月
以
上
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
絵
を
描
く
こ

と
に
見
向
き
も
し
な
か
っ
た
の
に
、
と
き
に
は
、
根
を
詰

め
す
ぎ
て
熱
を
出
す
こ
と
も
あ
る
く
ら
い
絵
を
描
く
こ
と

に
情
熱
を
注
い
で
い
ま
す
。
今
で
は
県
内
各
地
で
作
品
展

や
講
演
会
を
開
く
ほ
ど
で
、
３
年
前
に
は
日
本
肢
体
不
自

由
児
協
会
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま

す
。長

丸
さ
ん
は
「
怪
我
を
し
な
か
っ
た
ら
絵
は
描
い
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。自
分
の
絵
を
見
て『
感
動
し
ま
し
た
』『
自

分
も
頑
張
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
』
と
い
っ
た
意
見
を

聞
く
と
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
頑
張
っ
て
き
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
た
と
え
手
足
が
動
か
な
く
て
も
頑
張
れ
ば

何
か
が
で
き
る
。
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
頑
張
る
こ
と

を
、
絵
を
通
じ
て
多
く
の
方
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
私
の

生
き
が
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

長
丸
さ
ん
の
絵
は
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
感
動
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

長
ちょう

丸
まる

 修
しゅう

一
いち

さん33
画家

THE SCENE

霧島に生きる

昭和47年8月30日生まれ、33歳。平成
5年、大学3年のときに不慮の事故で
頚椎を損傷。平成12年から絵を描き
始める。平成15年、第22回肢体不自
由児者の美術展で日本肢体不自由児
協会賞を受賞。
これまで、シビックセンターや鹿児島
県庁、加音ホール、いきいきセンターく
りの郷など、県内各地で作品展や講
演を開催。

Profile
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絵を描くことは
私にとって生きる力です
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２
０
１
０
年
に
は
、
10
億

人
の
人
が
海
外
旅
行
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に

よ
っ
て
自
分
の
生
ま
れ
た
土
地
を
動

か
な
く
て
も
モ
ノ
や
情
報
は
入
手
で

き
る
の
に
、
人
は
や
は
り
旅
に
出
か

け
ま
す
。
魅
力
的
な
知
ら
な
い
土
地

に
行
っ
て
み
た
い
と
い
う
好
奇
心
は

人
間
の
本
能
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

「
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
」。
平
原
に
ど
ー

ん
と
居
す
わ
っ
た
大
き
な
岩
で
す
が
、

ハ
ネ
ム
ー
ン
の
若
い
カ
ッ
プ
ル
に
人

気
が
あ
る
そ
う
で
す
。
エ
ア
ー
ズ

ロ
ッ
ク
は
先
住
民
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
族

が
「
不
思
議
な
力
の
あ
る
場
所
」
と

崇あ
が

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ

う
に
人
を
感
動
さ
せ
る
力
が
あ
る
場

所
を
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」、
略
し

て
「
パ
ワ
・
ス
ポ
」
と
呼
ぶ
そ
う
で

す
が
、
屋
久
島
の
縄
文
杉
や
霧
島
の

自
然
も
「
パ
ワ
・
ス
ポ
」
と
い
え
ま
す
。

歴
史
上
の
人
物
で
い
え
ば
、
西
郷

南
洲
翁
で
し
ょ
う
。
南
洲
翁
は
「
春

風
の
よ
う
な
人
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
会
う
だ
け
で
さ
わ
や
か
な
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
人
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
そ
う
い
う
人
に
出
会
う
の

も
旅
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
隼
人

町
に
は
、
今
で
も
南
洲
翁
の
そ
っ
く

り
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

客
人
へ
の
最
高
の
も
て
な

し
は
、「
思
い
や
り
」
だ

と
思
い
ま
す
。
鹿
児
島

の
言
葉
に
は
、「
思
い
や
り
」
が
あ

り
ま
す
。
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
雨
で
気
が

滅
入
り
そ
う
な
時
に
は「
こ
れ
は『
島

津
雨
』
と
い
っ
て
歓
迎
の
し
る
し
な

の
で
す
」
と
い
っ
て
客
人
を
も
て
な

し
ま
す
。
逆
に
、
カ
ン
カ
ン
照
り
の

暑
い
時
は
「
白
熊
晴
れ
」
と
言
い
ま

す
。「
白
熊
を
食
べ
に
行
き
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
お
誘
い
の
言
葉
で
す
。

ま
た
、
桜
島
が
冠
雪
す
る
ほ
ど
北
風

の
寒
い
日
は「
黒く

ろ

茶ぢ
ょ

家か

日び
よ
り和
」と
い
っ

て
「
仕
事
は
や
め
て
焼
酎
を
の
み
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
意
味
で
す
。
国
分

の
黒
石
岳
の
古
い
民
家
で
い
ろ
り
を

囲
ん
で
イ
モ
焼
酎
を
酌
み
交
わ
す
の

は
最
高
の
喜
び
で
す
。
嘉
例
川
駅
か

ら
「
は
や
と
の
風
」
に
乗
っ
て
車
窓

を
眺
め
て
も
ら
う
の
は
、
外
国
人
客

へ
の
も
て
な
し
に
な
り
ま
す
。
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

、
熊く

ま

襲そ

穴あ
な

、
和わ

気け
の

清き
よ

麻ま

呂ろ

、
日ひ

当な
た

山や
ま

侏し
ゅ

儒じ
ゅ

ど
ん
、
龍
馬
ハ
ネ
ム
ー
ン
、

鹿
児
島
神
宮
な
ど
話
題
に
は
事
欠
き

ま
せ
ん
。

日
当
山
侏
儒
ど
ん
に
は
「
茶
飲
み

（
茶
の
実
）」
の
ト
ン
チ
話
が
あ
り

ま
す
が
、
緑
茶
と
い
え
ば
、
霧
島
茶

は
最
高
の
も
て
な
し
で
す
。
お
茶
は

工
業
製
品
で
は
な
い
の
で
、
天
然
の

条
件
に
よ
っ
て
品
質
が
変
わ
り
ま
す
。

霧
島
の
西
側
か
ら
南
の
方
は
養
分
の

多
い
黒
土
に
恵
ま
れ
、
日
中
と
夜
間

の
気
温
差
が
激
し
く
、
霧
が
適
度
に

日
光
を
遮さ
え
ぎる
の
で
、
香
り
と
味
の
よ

い
茶
が
で
き
ま
す
。
霧
島
は
古
来
、

鹿
児
島
茶
発
祥
の
地
、
名
産
地
と
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
牧
園

の
大
茶
樹
の
茶
摘
み
が
あ
り
、
霧

島
神
宮
に
献
茶
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大

茶
樹
の
保
護
運
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。

龍
馬
ハ
ネ
ム
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
で
も
霧

島
茶
が
ふ
る
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。
禅

宗
で
は
、
そ
の
精
神
を
「
喫き

っ

茶ち
ゃ

去き
ょ

」

「
喫き

っ

茶ち
ゃ

好こ
う

」
と
表
現
し
ま
す
。
鹿
児

島
弁
で
い
え
ば
、「
ま
、
茶
い
っ
ぺ
」

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
味
だ
け
で

な
く
溝
辺
町
の
広
大
な
茶
畑
は
鹿
児

島
を
代
表
す
る
「
食
景
」
の
一
つ
で

「
集
客
都
市
」

霧
島
の
魅
力

こ
の
ペ
ー
ジ
は
第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

霧
島
市
に
何
ら
か
の
形
で
ご
縁
の
あ
る
方
々
で
、

縁
の
あ
っ
た
「
人
」「
自
然
」「
文
化
」
な
ど
を
題
材
に
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
が
霧
島
市
の
よ
さ
を
再
認
識
し
た
り
、

新
し
い
価
値
観
を
再
発
見
で
き
た
り
す
る
紙
面
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
を
創
造
す
る
核
の
一
つ
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

2
第

回

ノーザンテリトリーのアウトバックに
忽然と姿を現すエアーズロック。

2億 3000万年もの昔に創造された、
高さ約 350メートル、

周囲約10キロメートルにも及ぶ
世界最大級の一枚岩。
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す
が
、
福
山
町
の
黒
酢
の
「
ア
マ
ン

壺
畑
」も
す
ば
ら
し
い「
食
景
」で
す
。

グ
ル
メ
で
言
え
ば
、
牧
園
町
の
み

や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
で
い
た
だ
い
た

「
ス
ズ
メ
バ
チ
ご
飯
」
は
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
霧
島
市
は
「
世
界
遺
産
」

な
ら
ぬ
多
く
の
「
世せ

間け
ん

遺
産
」
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空
港
と
高

速
道
路
と
鉄
道
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が

完
備
し
て
い
ま
す
。
県
下
第
２
の
面

積
が
海
抜
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
韓
国

岳
の
１
、７
０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。
霧
島
に
は
シ
ダ
植

物
以
上
の
高
等
植
物
が
１
、
２
０
０

種
類
も
あ
り
、
霧
島
に
し
か
な
い
固

有
種
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。（
日

本
列
島
に
は
７
、０
０
０
種
）
多
様

な
生
物
遺
伝
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
市
全
体
が
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

と
い
え
ま
す
。

２
０
１
０
年
は
「
観
光
の
関
ヶ
原

合
戦
」
の
年
と
い
わ
れ
、
九
州
の
各

都
市
が
そ
の
魅
力
を
競
っ
て
い
ま
す
。

も
て
な
し
の
第
一
歩
は
市
民
が
地
域

の
こ
と
を
知
る
こ
と
で
す
。
学
び
が

地
域
づ
く
り
の
出
発
点
で
す
。
鹿
児

島
商
工
会
議
所
の「
か
ご
し
ま
検
定
」

も
、
学
び
の
中
か
ら
鹿
児
島
フ
ァ
ン

が
生
ま
れ
る
と
い
う
考
え
で
実
施
さ

れ
、２
、３
０
０
人
が
受
験
し
ま
し
た
。

晴
れ
て
「
鹿
児
島
マ
ス
タ
ー
」
と
な

ら
れ
た
合
格
者
が
、
鹿
児
島
の
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

団
塊
世
代
の
シ
ニ
ア
が
約

７
０
０
万
人
。
隼
人
ご

出
身
の
福
留
強
先
生（
聖

徳
大
学
教
授
）
は
地
域
の
た
め
に
自

ら
の
力
を
発
揮
し
、
創
造
的
に
生
き

る
大
人
（
中
高
年
）
を
「
創
年
」
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
育
て
を
終
え
た
女
性
や
リ

タ
イ
ア
し
た
時
間
的
に
余
裕
の
あ
る

人
た
ち
が
、
人
生
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
探
り
、

新
し
い
自
分
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。

寿
命
が
延
び
、
人
生
90
年
時
代
を

迎
え
よ
う
と
す
る
現
在
、
環
境
や

資
源
が
限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
中
で
、

人
々
は
ど
の
よ
う
に
生
き
る
の
か
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
知

恵
や
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
た
め
に
、

21
世
紀
は
生
涯
学
習
の
時
代
と
な
る

で
し
ょ
う
。

私
の
奉
職
す
る
鹿
児
島
大

学
生
涯
学
習
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年

か
ら
「
シ
ニ
ア
短
期
留
学
制
度
」
を

実
施
し
ま
す
。
全
国
の
シ
ニ
ア
に
２

週
間
、
鹿
児
島
に
滞
在
し
て
も
ら

い
、
午
前
中
は
大
学
の
講
義
を
聴

き
、
午
後
は
地
域
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）
に
出
ま
す
。

県
内
各
地
の
「
パ
ワ
・
ス
ポ
」
を
訪

ね
、
地
元
の
人
と
交
流
す
る
。
ビ
ジ

タ
ー
が
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
り
、
や
が

て
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
。
学
び
を
通

し
て
、
鹿
児
島
の
奥
深
い
多
様
な
魅

力
に
ふ
れ
て
い
た
だ
け
ば
、
Ｉ
タ
ー

ン
す
る
方
も
生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
霧
島
市
は
、
そ
ん
な
素
敵
な
「
集

客
都
市
」
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
自
ら
が
地

域
再
生
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
伝
統
文
化
の
再
生
、

自
然
環
境
の
再
生
、
教
育
の
振
興
が

あ
っ
て「
集
客
都
市
」が
誕
生
し
ま
す
。

は
ら
ぐ
ち
い
ず
み　

鹿
児
島
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
。
法
文
学
部
教
授
。

米
国
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
立
大
付
属
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
鹿
児
島
県
立
甲
南
高
校
卒
業
。

東
京
大
学
文
学
部
国
史
学
科
、
同
大
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

１
９
７
９
年
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
に
赴
任
。
助
手
、講
師
、助
教
授
を
経
て
１
９
９
８
年
よ
り
教
授
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
翔
ぶ
が
如
く
」
や
「
琉
球
の
風
」
の
時
代
考
証
を
担
当
。

鹿
児
島
大
学
で
は
日
本
社
会
史
・
日
本
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
管
理
実
習
等
の
講
義
や
演
習
を
担
当
。

新
し
く
発
足
し
た
大
学
院
の
博
士
課
程
地
域
政
策
科
学
専
攻
で

南
九
州
地
域
史
を
社
会
人
に
対
し
て
夜
間
開
講
し
て
い
る
。
琉
球
大
学
非
常
勤
講
師
も
歴
任
。

平
成
17
年
３
月
ま
で
、
放
送
大
学
客
員
教
授
を
務
め
た
。

地
域

づ
く
り

文

原
口 

泉

Regional

C
reate

H
araguchi  Izum

i

霧島は鹿児島茶発祥の地。
澄んだ水と立ち昇る朝霧、昼夜の気温差。

この霧島山麓の恩恵を受け、
香りと味のよい

霧島茶は育まれています。

エ
ッ
セ
ー

Essais

※1　アクティビティ：活動
※2　フィールドワーク：野外活動

※2

※1
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市
県
民
税
の

納
税
通
知
書
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
市
県
民
税
納
税
通
知

書
は
、
平
成
17
年
中
の
所
得
に
基
づ

き
課
税
し
、
通
知
す
る
も
の
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
納
付
に
あ
た
っ
て
の
注
意

納
期
限
は
、
各
期
別
納
付
書
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
年
分
ま

と
め
て
納
付
さ
れ
る
場
合
は
、
１
期

か
ら
４
期
ま
で
の
納
付
書
４
枚
で
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。（
全
期
前
納

報
奨
金
制
度
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
）

霧
島
市
外
の
金
融
機
関
で
も
納
付

書
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

手
数
料
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
金
融
機
関
窓
口
で
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
今
年
度
の
主
な
変
更

老
年
者
（
65
歳
以
上
）
の
公
的
年

金
収
入
の
課
税
所
得
を
計
算
す
る
方

法
が
変
わ
り
ま
し
た
。（
公
的
年
金

収
入
が
１
２
０
万
円
を
超
え
る
方
は
、

前
年
よ
り
所
得
が
高
く
な
り
ま
す
）

老
年
者
の
48
万
円
の
所
得
控
除
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

配
偶
者
の
合
計
所
得
が
38
万
円
以

下
の
場
合
の
配
偶
者
特
別
控
除
は
、

平
成
17
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　

老
年
者
の
所
得
１
２
５
万
円
以
下

に
つ
い
て
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ

れ
、
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。（
急
激
な
変
化
を
解
消
す
る
た
め
、

平
成
18
年
度
は
本
来
の
納
税
額
の
３

分
の
２
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

平
成
19
年
度
は
３
分
の
１
が
軽
減
さ

れ
ま
す
）　　
　
　
　
　

均
等
割
税
額
の
減
額
の
廃
止
に
つ

い
て
（
霧
島
市
内
に
住
所
を
有
す
る

夫
婦
で
、
ど
ち
ら
に
も
課
税
さ
れ
る

場
合
の
均
等
割
額
の
減
額
が
廃
止
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
４
、
５
０
０
円
が
課

税
さ
れ
ま
す
）

【
納
期
限
の
ご
案
内
】

第
１
期
＝
平
成
18
年
6
月
30
日

第
２
期
＝
平
成
18
年
8
月
31
日

第
３
期
＝
平
成
18
年
10
月
31
日

第
４
期
＝
平
成
19
年
1
月
31
日

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務
課
市
民
税

係
☎
（
64
）
０
９
０
２
ま
た
は
各

総
合
支
所
税
務
課
市
税
係

所
得
税
「
振
替
納
税
」
の
お
勧
め

所
得
税
の
予
定
納
税
第
１
期
分
の

納
期
限
は
、
７
月
31
日
（
月
）
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
所
得
税
の
便
利
な
納

税
の
方
法
と
し
て
、「
振
替
納
税
」

の
制
度
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、銀
行
や
農
協
・

郵
便
局
な
ど
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自

動
的
に
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
こ
の
「
振
替
納
税
」
を
利

用
さ
れ
ま
す
と
納
期
限
に
遅
れ
る
こ

と
も
な
く
、
ま
た
、
納
税
の
手
数
も

省
け
て
大
変
便
利
で
す
。

ま
だ
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

簡
単
な
続
き
で
済
み
ま
す
か
ら
早
い

機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
振
替
納
税
」
の
こ
と
で

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税

務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
税
務
署

☎
（
62
）
２
１
６
２
・
鹿
児
島
税

務
相
談
室
☎
０
９
９
（
２
５
５
）

１
０
８
４

in
fo

r
m

a
tio

n
 

0
1

チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％

｢FU
R
O
S
H
IK
I

」
を
Ｐ
Ｒ

地
球
温
暖
化
防
止
の
施
策
と
し
て

発
効
さ
れ
た
「
京
都
議
定
書
」
に
よ

り
、
日
本
で
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
６
％
削
減
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
環
境
省
で
は
「
み
ん
な

で
止
め
よ
う
温
暖
化
」
を
合
言
葉
に
、

国
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
地
球

温
暖
化
防
止
国
民
運
動
「
チ
ー
ム
・

マ
イ
ナ
ス
６
％
」
を
推
進
し
て
お
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
で
き
る
二
酸

化
炭
素
削
減
の
た
め
の
活
動
と
し
て
、

次
の
６
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

【
ア
ク
シ
ョ
ン
１
】

・
温
度
調
節
で
減
ら
そ
う

【
ア
ク
シ
ョ
ン
２
】

・
水
道
水
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

【
ア
ク
シ
ョ
ン
３
】

・
自
動
車
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

【
ア
ク
シ
ョ
ン
４
】

・
商
品
の
選
び
方
で
減
ら
そ
う

【
ア
ク
シ
ョ
ン
５
】

・
買
い
物
と
ご
み
で
減
ら
そ
う

【
ア
ク
シ
ョ
ン
６
】

・
電
気
の
使
い
方
で
減
ら
そ
う

こ
の
た
び
、
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス

６
％
で
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
５
「
買
い

物
と
ご
み
で
減
ら
そ
う
」
の
一
環
と

し
て
、日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る「
ふ

ろ
し
き
」
を
レ
ジ
袋
や
紙
袋
の
代
わ

り
に
活
用
し
、
ご
み
を
削
減
す
る
た

め
「
ふ
ろ
し
き
」
の
使
い
方
を
楽
し

く
解
説
し
た
「F

U
R
O
SH
IK
I

」
Ｐ

Ｒ
動
画
（
約
３
分
）
を
製
作
し
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

動
画
は
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
の

Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.team

-6.jp/

浄
化
槽
補
助
金
の
額
が

変
更
に
な
り
ま
す

　

現
在
霧
島
市
で
は
、
浄
化
槽
を
新

し
く
設
置
さ
れ
る
方
（
浄
化
槽
補
助

対
象
地
区
）
に
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。

今
回
、
国
、
県
の
交
付
金
の
基
準

額
の
変
更
に
伴
い
補
助
要
綱
が
改
正

さ
れ
、
平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
補

助
金
支
給
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

５
人
槽　

３
４
２
、
０
０
０
円

７
人
槽　

４
１
４
、
０
０
０
円

10
人
槽　

５
３
７
、
０
０
０
円

９
月
30
日
ま
で
に
浄
化
槽
設
置
届

出
書
及
び
浄
化
槽
審
査
書
の
届
出
が

あ
っ
た
方
に
関
し
て
は
旧
補
助
金
額

が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
９
月
・
10

月
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
予
定
の
方

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
浄

化
槽
設
置
届
出
書
と
浄
化
槽
審
査
書

の
提
出
に
つ
い
て
は
浄
化
槽
設
置
業

者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
浄
化
槽
を
新
規
に
設
置
さ

れ
る
方
は
、
浄
化
槽
法
第
７
条
の
規

定
に
よ
り
使
用
開
始
検
査(

浄
化
槽

を
使
用
し
て
か
ら
６
カ
月
後
・
１
１
、

０
０
０
円)

を
受
け
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
㈶
鹿
児
島
県
環
境
検
査

セ
ン
タ
ー
の
検
査
を
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
浄
化
槽
法
第
11
条

の
規
定
に
よ
り
使
用
開
始
検
査
と
同

様
定
期
検
査
（
５
年
毎
・
６
、
０
０

０
円
）
も
受
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課
生

活
環
境
政
策
係
☎（
64
）０
９
５
０

T ax ◎税務情報E ◎環境情報nvironment
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我
が
家
は
大
丈
夫

で
す
か

「
土
砂
災
害
防
止
月
間｣

６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害

が
心
配
さ
れ
る
こ
の
時
期
に
、
土
砂

災
害
防
止
に
対
す
る
市
民
の
理
解
と

関
心
を
深
め
、
災
害
知
識
の
普
及
を

図
る
と
と
も
に
、
警
戒
避
難
体
制
の

整
備
な
ど
を
促
進
し
、
被
害
の
防
止

や
軽
減
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

● 

一
瞬
に
し
て
人
命
や
財
産
を
奪
う

土
砂
災
害

土
石
流
、
地
す
べ
り
、
が
け
崩
れ

な
ど
の
土
砂
災
害
の
ほ
と
ん
ど
が
長

雨
や
大
雨
が
引
き
金
と
な
っ
て
起
こ

り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
次
の
点
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
雨
の
降
り
方
、
情
報
に
注
意
を

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
と
き
に
、「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
こ
の
情

報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
雨
量
情

報
な
ど
に
注
意
し
て
自
主
的
な
避
難

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
１
時
間
に
20

㍉
以
上
、
ま
た
降
り
始
め
か
ら
１
０

０
㍉
以
上
の
降
雨
量
に
な
っ
た
ら
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

②
こ
ん
な
前
ぶ
れ
に
注
意
を

土
砂
災
害
の
一
般
的
な
前
ぶ
れ
は

次
の
よ
う
な
現
象
で
す
。

土
石
流

・
山
鳴
り
が
す
る
。

・ 

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川

の
水
位
が
下
が
る
。

・ 

川
の
流
れ
が
濁
っ
た
り
、
流
木
が

混
ざ
り
は
じ
め
る
。

地
す
べ
り

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

・
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る
。

・
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す
。

が
け
崩
れ

・
が
け
か
ら
の
水
が
濁
る
。

・
が
け
に
亀
裂
が
入
る
。

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る
。

③
危
険
箇
所
は
知
っ
て
い
ま
す
か

家
の
近
く
に
あ
る
土
砂
災
害
危
険

箇
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
土
木
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
の
建
設
課（
土
木
課
）

加
治
木
土
木
事
務
所
☎
（
63
）
３

１
１
１
・
栗
野
土
木
事
務
所
☎

（
74
）
３
１
０
１

④
避
難
場
所
は
決
め
て
い
ま
す
か

普
段
か
ら
家
族
全
員
で
避
難
場
所

や
避
難
す
る
道
順
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
災
害
が
起
き
る
時
、
家
族

全
員
が
一
緒
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
避

難
場
所
を
知
っ
て
お
け
ば
安
心
で
す
。

避
難
場
所
は
、
各
世
帯
に
お
配
り
し

て
い
る
市
民
便
利
帳
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
庁
総
務
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
総
務
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

⑤
逃
げ
方
を
知
っ
て
い
ま
す
か

土
石
流
は
速
度
が
速
い
た
め
、
流

れ
を
背
に
し
て
逃
げ
た
の
で
は
追
い

つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
土
砂
の
流

れ
る
方
向
に
対
し
て
直
角
に
逃
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
早
め

の
避
難
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

小
児
科
・
内
科
の

夜
間
救
急
診
療
の
開
始

６
月
１
日
か
ら
、
姶
良
郡
医
師
会

の
ご
協
力
の
も
と
、
医
師
会
員
の
先

生
方
の
輪
番
体
制
に
よ
り
、
霧
島
市

立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
の
施
設
内

で
、
従
来
の
小
児
科
に
併
せ
て
内
科

の
夜
間
救
急
診
療
も
開
始
し
ま
し
た
。

（
急
患
の
み
受
け
付
け
ま
す
）

・ 

診
療
場
所
＝
霧
島
市
立
医
師
会
医

療
セ
ン
タ
ー　

１
階
外
来

・ 

診
療
時
間
＝
月
曜
日
〜
土
曜
日　

午
後
８
時
〜
11
時
（
受
付
時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分
）

　

 

日
曜
・
祝
休
日　

午
後
７
時
〜
10

時
（
受
付
時
間　

午
後
６
時
30
分

〜
９
時
30
分
）

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
健
康
増
進
課
地

域
保
健
係
☎
（
64
）
０
９
０
５
霧

島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
☎

（
42
）
１
１
７
１

健
康
か
ご
し
ま
21
推
進

セ
ミ
ナ
ー

・ 

演
題
＝「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

み
ん
な
で
楽
し
く
食
育
」（
仮
題
）

・
講
師
＝
砂
田 

登
志
子
先
生

・ 

日
時
＝
６
月
22
日
（
木
）
午
後
２

時
〜
４
時

・
場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
姶
良
保
健
所
保

健
指
導
課
☎
（
44
）
７
９
５
４

食
中
毒
予
防
に
つ
い
て

食
中
毒
は
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に

汚
染
さ
れ
た
飲
食
物
や
有
毒
物
質
を

摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
、

主
に
腹
痛
、
下
痢
、
嘔
吐
と
い
っ
た

症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
病
気
で
す
。
と

き
に
は
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢

者
は
、
少
量
の
菌
で
も
発
症
し
や
す

い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
家
庭
で

で
き
る
食
中
毒
の
予
防
に
は
、
次
の

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

１ 

．
食
品
の
購
入
＝
生
鮮
食
品
は
新

鮮
な
も
の
を
選
び
、
表
示
の
あ
る

も
の
は
消
費
期
限
を
確
認
し
て
購

入
し
ま
し
ょ
う
。

２ 

．
家
庭
で
の
保
存
＝
冷
蔵
庫
は

10
℃
以
下
、
冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス

15
℃
以
下
に
し
、
詰
め
す
ぎ
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。（
目
安
は
７
割

程
度
）
生
鮮
食
品
を
扱
う
前
後
は

手
を
洗
い
、
他
の
食
品
に
肉
や
魚

な
ど
の
汁
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

３ 

． 

下
準
備=

下
準
備
前
や
、生
肉
・

魚
・
卵
を
扱
っ
た
後
、
動
物
に
触

れ
た
り
、
ト
イ
レ
、
お
む
つ
交
換

の
後
な
ど
に
は
、
手
を
し
っ
か
り

洗
い
ま
し
ょ
う
。
肉
や
魚
を
切
っ

た
包
丁
や
ま
な
板
は
き
れ
い
に
洗

い
、
熱
湯
を
か
け
て
か
ら
使
い
ま

し
ょ
う
。

４ 

．
調
理
＝
清
潔
な
手
で
清
潔
な
調

理
器
具
を
使
い
、
加
熱
調
理
す
る

場
合
は
充
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

（
中
心
部
の
温
度
が
75
℃
で
１
分

以
上
の
加
熱
が
目
安
で
す
）

５ 

．
食
事
＝
食
べ
る
前
に
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。
温
か
い
料
理
は
温
か

く
（
65
℃
以
上
）、
冷
や
し
て
食

べ
る
料
理
は
冷
た
く（
10
℃
以
下
）

し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

６ 

．
後
片
付
け
＝
残
っ
た
食
品
は
、

す
ぐ
に
冷
蔵
保
存
し
、
時
間
が
経

ち
す
ぎ
あ
や
し
い
と
思
っ
た
ら
、

食
べ
ず
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。
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福
山
の
海
岸
部
国
道
２
２
０
号
か
ら
市
道
に

入
り
、
山
手
の
短
い
坂
の
上
に
旧
田
中
家
別
邸

の
木
戸
が
見
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
田
中
省
三
が
郷
里
の
福
山
に
建
て

た
別
邸
で
、
福
山
町
時
代
は
庭
園
が
町
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
４
月
21
日
、「
旧

田
中
家
別
邸　

附
つ
け
た
り
　

棟む
な

札ふ
だ

一

枚
」
と
い
う
名
称
で
、
県
の

有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
省
三
は
、
安
政
５
年

（
１
８
５
８
年
）
福
山
村
で

８
人
兄
弟
の
末
子
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
実
家
は
福
山
一
の
農
家
で
、
漁

業
も
す
る
網
元
で
も
あ
り
ま
し
た
。

明
治
10
年
、
18
歳
の
時
、
西
南
戦
争
が
始
ま

り
、
戦
争
に
加
わ
っ
た
省
三
は
官
軍
に
捕
ら
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
許
さ
れ
て
郷
里
に
帰
り

鹿
児
島
師
範
学
校
の
一
回
生
と
し
て
入
学
し
ま

し
た
。
卒
業
後
は
福
山
小
学
校
で
教
き
ょ
う

鞭べ
ん

を
と
っ

た
後
、
石
川
県
能
登
半
島
の
小
学
校
の
校
長
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
阪
府
裁
判
所
書
記

を
務
め
ま
し
た
が
、
大
阪
の
商
い
に
惹ひ

か
れ
裁

判
所
を
辞
め
福
永
商
店
と
い
う
会
社
に
入
り
ま

し
た
。
省
三
は
徐
々
に
業
績
を
上
げ
、
入
社
５

年
に
し
て
福
永
商
店
の
資
産
を
４
倍
以
上
に
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
海
運
業
の
知
識
を
身
に
付

け
独
立
し
、
関
西
に
お
け
る
堂
々
た
る
海
運
業

者
の
一
人
と
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
大
正
４

年
に
は
奄
美
大
島
に
自
営
の
鉱
山
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
大
島
郡
か
ら
出
馬
し
て
衆
議
院
議
員

に
な
り
ま
し
た
が
、
一
期
で
引
退
し
実
業
界
一

本
に
生
き
成
功
を
収
め
た
人
物
で
す
。

こ
の
大
正
期
が
最
も
繁
栄
し
た
時
期
で
大
正

７
年
に
私
立
福
山
中
学
校
（
旧
制
中
学
校
）
を

設
立
、
県
内
で
６
校
目
の
中
学
校
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
、
多
く
の
優
秀
な
人
材
が
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

旧
田
中
家
別
邸
も
こ
の
財
力
豊
か
な
時
期
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

別
邸
の
敷
地
は
、
約
１
、３
２
０
坪
で
別
邸

と
庭
園
で
二
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
離

れ
、
そ
の
間
に
広
場
が
あ
り
ま
す
。

庭
園
は
池
水
式
庭
園
で
別
邸
の
東
南
に
位
置

し
、
灯と
う

籠ろ
う

や
樹
木
そ
れ
に
巨
石
を
並
べ
た
す
ば

ら
し
い
も
の
で
す
。
昭
和
50
年
３
月
31
日
に
庭

園
が
旧
福
山
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

別
邸
は
「
座
敷
と
次
の
間
」、「
洋
間
」、「
居

住
部
分
」、「
台
所
」、「
蔵
」
の
５
つ
の
部
分
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

接
客
部
分
の
座
敷
と
次
の
間
は
東
南
に
面
し
、

視
界
を
遮さ

え
ぎる

雨
戸
の
戸
袋
を
隅
に
置
い
て
、
庭

園
・
桜
島
を
眺
望
で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。洋

間
を
接
客
空
間
に
取
り
込
む
の
は
こ
の
大

正
時
代
の
特
徴
で
す
が
、
天
井
中
央
に
設
け
た

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
上
の
飾
り
、
大
理
石
使
用
の
マ

ン
ト
ル
ピ
ー
ス
（
壁
に
作
り
つ
け
た
暖
炉
の
上

の
飾
り
棚
）、
漆し
っ

喰く
い

飾
り
等
の
室
内
装
飾
は
、

県
内
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
造
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

和
風
住
宅
部
と
洋
間
を
廊
下
で
繋
ぐ
様
式
は

県
内
で
も
明
治
時
代
に
存
在
し
、
時
代
と
共
に

和
風
住
宅
内
に
取
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
大

正
時
代
に
完
成
し
ま
し
た
。　
　
　
　

当
別
邸
は
そ
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
の
部
屋
に
行
く
に
も
玄
関
の
間
か

ら
他
の
所
を
通
ら
ず
に
行
け
、
接
客
空
間
の
み

が
独
立
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
別
邸
の
特
徴
で

す
。玄

関
部
分
は
突
き
出
て
格
式
が
あ
り
屋
根
は

和
風
で
統
一
さ
れ
て
い
て
、
庭
園
側
か
ら
見
る

外
観
は
堂
々
と
し
て
い
ま
す
。

別
邸
の
屋
根
裏
に
あ
る
棟む
な

札ふ
だ

に
は
、
上
棟
式

の
時
期
（
大
正
８
年
９
月
）
と
建
築
に
携た

ず
さわ

っ

た
者
の
氏
名
が
書
か
れ
大
変
貴
重
で
す
。
省
三

が
長
年
大
阪
に
住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
大
阪

の
大
工
棟
梁
の
名
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。門
、塀
、

外
構
工
事
、
住
居
部
分
や
台
所
、
蔵
な
ど
の
工

事
完
成
が
大
正
11
年
、
庭
園
の
完
成
が
大
正
12

年
と
い
わ
れ
、
念
入
り
な
工
事
が
な
さ
れ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
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最
近
、
口こ

う

腔こ
う

（
口
の
中
）
と
全
身
の
健
康
と

の
関
わ
り
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
歯し

周し
ゅ
う

病び
ょ
うは

、
生
活
習
慣
病
の
一
つ
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
細
菌
感
染
症
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
動
脈
硬
化
、
心
筋
梗こ

う

塞そ
く

、
脳
梗
塞
、

骨こ
つ

粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
う、

肺
炎
、
糖
尿
病
、
肥
満
・
高
脂
血

症
、
低
体
重
児
出
産
、
早
産
な
ど
と
の
関
連
性

な
ど
、
全
身
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
16
日
か
ら
総
合
健
診
（
旧
節ふ
し

目め

健
診
）

が
牧
園
地
区
を
最
初
に
霧
島
市
全
地
区
で
あ
り
、

歯
科
に
お
い
て
は
、
歯
周
疾
患
健
診
が
行
わ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
歯
周
病
に
つ
い
て
お
話

を
し
ま
す
。

皆
さ
ん
鏡
で
自
分
の
前
歯
の
裏
側
を
覗
い
て

見
て
く
だ
さ
い
。
歯
の
周
り
特
に
歯
ぐ
き
の
辺

り
に
白
い
歯し

石せ
き

が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
か
。
歯
周

病
は
歯
肉
炎
（
歯
ぐ
き
に
炎
症
が
あ
り
、
症
状

が
歯
ぐ
き
だ
け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
）
に
始
ま

り
、年
を
取
る
と
と
も
に
進
行
し
、歯
周
炎
（
炎

症
が
歯
ぐ
き
に
限
定
さ
れ
な
い
で
歯
の
回
り
に

あ
る
組
織
に
も
症
状
が
広
が
る
こ
と
）
に
な
り

ま
す
。

歯
周
病
の
疑
い
あ
り

そ
れ
で
は
、
歯
周
病
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

１
、
歯
ぐ
き
が
赤
く
充
血
し
て
い
る
。

２
、
歯
ぐ
き
が
腫は

れ
て
ぶ
よ
ぶ
よ
し
て
い
る
。

３
、 

歯
ぐ
き
が
む
ず
が
ゆ
く
、
歯
が
浮
い
て
い

る
感
じ
が
す
る
。

４
、
歯
を
磨
い
た
時
に
歯
ぐ
き
か
ら
出
血
す
る
。

５
、
歯
ぐ
き
が
赤
紫
に
な
っ
て
い
る
。

６
、 

最
近
、
歯
が
以
前
よ
り
長
く
な
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。

７
、 

口
臭
が
あ
る
、
口
が
臭
い
と
人
に
指
摘
さ

れ
た
。

８
、 

歯
と
歯
の
間
に
、よ
く
食
べ
物
が
は
さ
ま
る
。

９
、 

な
に
も
し
な
い
の
に
歯
ぐ
き
か
ら
出
血
す

る
こ
と
が
あ
る
。

10
、
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
。

皆
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
１
〜
５
に
当

て
は
ま
る
人
は
、
歯
肉
炎
の
疑
い
が
、
６
〜
10

に
当
て
は
ま
る
人
は
、
歯
周
炎
の
疑
い
が
あ
り

ま
す
。

歯
周
病
の
成
り
立
ち
は
、
ま
ず
、
最
初
に
口

の
中
の
細
菌
が
シ
ョ
糖
（
砂
糖
）
な
ど
の
糖
質

を
利
用
し
、
歯
垢
＝
プ
ラ
ー
ク
と
い
う
細
菌
の

塊か
た
ま
り（
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
）
を
形
成
し
ま
す
。
歯し

垢こ
う

は
う
が
い
で
は
取
れ
ま
せ
ん
が
、
歯
ブ
ラ
シ

や
糸
よ
う
じ
な
ど
で
除
去
で
き
ま
す
。
し
か
し

歯
と
歯
の
間
、
歯
の
縁ふ

ち

な
ど
は
、
歯
み
が
き
が

し
に
く
い
と
こ
ろ
で
、
歯
垢
が
た
ま
り
や
す
く
、

こ
こ
か
ら
歯
ぐ
き
の
炎
症
が
起
こ
り
ま
す
。
歯

ぐ
き
に
炎
症
が
起
き
る
と
歯
ぐ
き
が
腫
れ
、
歯

と
歯
ぐ
き
の
間
の
溝
が
深
く
な
り
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が
深
く

な
る
と
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
中
の
歯
垢
の
除
去
は

さ
ら
に
困
難
と
な
り
、
細
菌
が
さ
ら
に
増
殖
し

炎
症
が
悪
化
し
ま
す
。
歯
垢
を
適
切
に
取
り
除

か
な
い
と
、
歯
垢
が
唾だ

液え
き

や
血
液
中
の
カ
ル
シ

ウ
ム
イ
オ
ン
と
結
合
し
て
石せ
っ

灰か
い

化
し
歯
石
と

な
っ
て
歯
面
に
強
く
沈
着
し
ま
す
。
早
い
人
で

は
１
週
間
も
す
れ
ば
、
再
び
沈
着
し
ま
す
。
歯

石
の
表
面
は
粗
く
て
歯
垢
が
た
ま
り
や
す
く
、

歯
み
が
き
し
て
も
除
去
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
歯

石
は
さ
ら
に
沈
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
歯
垢
中
の
あ
る
種
の
細
菌
は
、
炎
症
を

引
き
起
こ
す
物
質
や
い
ろ
い
ろ
な
毒
素
や
酵
素

を
出
し
て
、
歯
の
周
り
の
組
織
を
破
壊
し
ま
す
。

そ
し
て
い
ず
れ
は
歯
を
支
え
て
い
る
顎あ
ご

の
骨
ま

で
溶
か
し
て
し
ま
い
、
最
終
的
に
は
骨
の
支
え

を
失
っ
た
歯
は
、
グ
ラ
グ
ラ
動
く
よ
う
に
な
り

抜
け
て
し
ま
う
の
で
す
。

悪
く
な
る
前
に
ま
ず
予
防

さ
て
、
歯
周
病
の
治
療
と
予
防
で
最
も
重
要

な
こ
と
は
、
適
切
な
歯
み
が
き
で
す
。
自
分
で

は
磨
い
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
し
っ
か
り
磨
け

て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
ま
た
、
食
習

慣
な
ど
を
含
む
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
努
力
と

定
期
的
に
歯
科
の
健
診
・
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
、
歯
周
病
の
原
因
で
あ
る
細
菌
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
中

に
は
、「
歯
科
は
歯
が
悪
く
な
っ
た
ら
治
し
て

も
ら
う
と
こ
ろ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で

す
が
「
歯
や
歯
ぐ
き
の
病
気
を
予
防
す
る
と
こ

ろ
」
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま
す
。
歯
科
で
歯

や
歯
ぐ
き
の
定
期
検
診
を
受
け
る
こ
と
や
、
専

門
家
に
よ
る
歯
み
が
き
指
導
や
歯
の
清
掃
が
歯

周
病
予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
気
軽
に
か
か

り
つ
け
ま
た
は
お
近
く
の
歯
科
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

やさしい医療講座
姶良郡歯科医師会霧島支部副監事
たにぐち歯科クリニック　院長／谷口拓郎

M E D I C A L  L E C T U R E

ほ
ん
と
う
は

怖
い
歯
周
病

歯周病
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市政に対するいろいろな想い、またふるさとに対する想いなど各地の語る会で自由なテーマで語っていただきました。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

市政に対するいろいろな想いまたふるさとに対する想いなど
何でも結構です。
「市長と語イもんそ会」、「市長とランチで語イもんそ会」を
開催（随時広報掲載）しますので、皆さまの参加をお待ちしています。

18
年
度
の
市
長
と
語
イ
も
ん
そ
会

を
小
学
校
区
単
位
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
４
月
11
日
か
ら
５
月
13
日
ま
で

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

妙
見
安
楽
地
区
急
傾
斜
地
の
安
全

対
策
が
未
整
備
で
１
カ
所
残
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
鉄
柵さ
く

を
設
置
で
き
な
い

か
と
陳
情
し
た
と
こ
ろ
、
葉は

切ぎ
り

地
区

完
了
後
着
工
す
る
と
回
答
さ
れ
た
が
、

着
工
は
い
つ
の
こ
と
か
。
今
後
、
県

に
陳
情
し
た
ら
そ
の
連
絡
が
ほ
し

い
。

（
中
津
川
地
区　

男
性
）

県
は
葉
切
地
区
が
第
一
に
危
険
で

あ
る
と
し
て
18
・
19
年
度
で
事
業
を

進
め
ま
す
。
県
も
財
政
が
厳
し
い
状

況
で
す
が
、
妙
見
安
楽
地
区
の
着
工

は
葉
切
地
区
完
了
後
と
聞
い
て
い
ま

す
。
事
業
も
一
端
中
断
す
る
と
再
開

が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
陳
情
し
て

い
き
ま
す
。
陳
情
の
状
況
に
つ
い
て

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

三
体
地
区
は
、
高
齢
者
が
増
え
つ

づ
け
て
お
り
、
街
に
出
る
の
も
不
便

だ
。
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
便
が
1
日
２

便
、週
に
数
回
で
は
足
り
な
い
。も
っ

と
増
や
し
て
ほ
し
い
。
病
院
も
遠
く
、

通
院
も
大
変
だ
。
牧
園
の
ほ
か
の
地

区
で
は
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
便
が

あ
る
の
に
、
三
体
地
区
だ
け
な
い
の

で
、
ル
ー
ト
と
便
数
を
確
保
し
て
も

ら
い
た
い
。

（
三
体
地
区　

男
性
）

岩
崎
グ
ル
ー
プ
が
バ
ス
路
線
の
廃

止
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
市
内
60
の
路
線
に
影
響
が
出
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
請
か
ら
6
カ

月
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
に
バ
ス
対
策
協
議
会
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
こ
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
バ
ス
運
行
に

つ
い
て
は
、
コ
ー
ス
の
見
直
し
を
検

討
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
時
間
を

い
た
だ
き
た
い
。●

自
治
会
は
市
の
補
助
と
住
民
の
会

費
で
運
営
し
て
い
る
が
、
公
民
館
連

絡
協
議
会
の
集
ま
り
の
な
か
で
19
年

度
以
降
の
補
助
は
未
定
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
公
民
館
補
助
が
な
け

れ
ば
、
運
営
で
き
な
い
。
補
助
を
続

け
ら
れ
な
い
か
。（

万
膳
地
区　

男
性
）

自
治
会
の
運
営
費
に
つ
い
て
は
合

併
協
議
で
２
年
か
け
て
見
直
し
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
運
営

費
の
大
き
い
会
か
ら
小
さ
い
会
ま
で

あ
り
ま
す
。
18
年
度
中
に
調
整
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
補
助
が
全

く
無
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●

牧
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
指
定
管

理
者
制
度
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
施

設
の
使
い
方
は
ど
う
な
る
か
。

（
牧
園
地
区　

男
性
）

指
定
管
理
者
制
度
は
、
管
理
費
を

今
よ
り
少
な
く
し
、
施
設
利
用
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
高
く
す
る
か

が
課
題
で
す
。
職
員
と
市
民
で
構
成

す
る
審
査
会
で
審
査
し
て
効
率
や

サ
ー
ビ
ス
が
上
が
る
業
者
に
決
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
使
用
申
込
等
の

事
務
手
続
き
は
市
か
ら
指
定
管
理
者

に
代
わ
る
だ
け
で
施
設
使
用
上
特
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●

今
年
の
持
松
小
学
校
の
新
入
生
は

ゼ
ロ
だ
っ
た
。
児
童
数
を
増
や
す
た

め
に
、
児
童
数
の
少
な
い
持
松
小
学

校
周
辺
に
市
営
住
宅
を
建
設
す
る
考

え
は
な
い
か
。（

持
松
地
区　

男
性
）

公
営
住
宅
整
備
に
つ
い
て
は
、
隼

人
町
に
１
棟
整
備
計
画
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
市
全
体
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
は
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
分
は
古
い
も
の
を
建
替
え
る
計
画

が
あ
り
ま
す
が
、
合
併
後
に
お
い
て

は
全
体
的
な
検
討
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
宅
建
設
に
お

い
て
は
、
民
間
活
用
を
考
え
て
い
ま

す
。
児
童
を
増
や
す
た
め
の
山
間
部

の
住
宅
整
備
は
児
童
が
卒
業
し
た
ら

空
家
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
現

状
で
は
市
営
住
宅
の
整
備
は
厳
し
い

市長と語ってみませんか？

状
況
で
す
。

●

霧
島
の
観
光
を
案
内
で
き
る
体
制

作
り
に
資
源
の
整
備
も
必
要
だ
が
、

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
は
人
づ
く
り
、
人

材
育
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。
霧
島

の
合
併
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
鹿

児
島
検
定
な
ら
ぬ
霧
島
検
定
の
よ
う

な
も
の
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

（
高
千
穂
地
区　

男
性
）

市
民
を
対
象
に
し
た
１
市
６
町
の

伝
統
と
文
化
を
愛
す
る
心
を
育
て
る

人
材
育
成
や
啓
発
す
る
た
め
の
霧
島

講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

広報きりしま  24



か
ら
大
人
ま
で
尋
ね
ら
れ
た
ら
す
ぐ

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
郷

土
愛
を
育
む
授
業
と
し
て
、「
地
域

で
学
ぶ
。
地
域
を
学
ぶ
。
地
域
と
学

ぶ
。」
を
テ
ー
マ
に
地
域
に
密
着
し

た
登
山
、
自
然
探
索
、
植
物
の
育
成
、

伝
統
を
学
ぶ
な
ど
自
然
と
密
着
し
た

授
業
を
し
て
い
ま
す
。
旧
隼
人
町
で

は
5
年
前
か
ら
隼
人
学
講
座
を
立
ち

上
げ
て
県
内
か
ら
小
学
生
を
含
め
約

２
０
０
人
が
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

隼
人
に
関
連
す
る
も
の
や
温
泉
に
関

す
る
も
の
な
ど
も
内
容
と
し
て
い
た

も
の
で
、
今
後
は
霧
島
学
と
す
る
こ

と
も
検
討
し
、
焼
酎
、
自
然
、
天
降

川
、
熊
襲
、
史
跡
な
ど
主
と
し
て
郷

土
に
関
す
る
も
の
を
と
り
あ
げ
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
計
画
が
中
止
に

な
っ
た
が
、
土
地
の
活
用
は
ど
う
す

る
の
か
。

（
小
浜
地
区　

男
性
）

昭
和
55
年
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域
に

指
定
さ
れ
、
企
業
誘
致
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
は
住
ま
い
の
部
分
の
位
置
付
け

を
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、

予
定
さ
れ
て
い
た
計
画
ど
お
り
進
ま

ず
結
果
合
併
前
に
西
部
建
設
か
ら
旧

隼
人
町
土
地
開
発
公
社
が
買
戻
し
、

今
は
市
と
開
発
公
社
が
引
き
続
き
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
具
体
的
な

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
、
土
地
の
活
用
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●

父
母
が
横
断
歩
道
に
た
っ
て
子
ど

も
た
ち
に
指
導
し
て
い
る
が
、
危
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
父
母
に
立り
っ

哨し
ょ
うの

仕
方
を
研
修
さ
せ
て
ほ
し
い
。

実
技
研
修
の
際
に
必
要
な
信
号
機
が

わ
ず
か
1
セ
ッ
ト
し
か
な
い
の
で
、

増
や
し
て
交
通
安
全
対
策
に
も
っ
と

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

（
小
野
地
区　

女
性
）

市
民
の
方
々
の
子
ど
も
の
命
を
守

る
活
動
に
対
し
て
、
感
謝
い
た
し
ま

す
。
国
分
警
察
署
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
先
生
、

地
域
の
代
表
者
に
実
技
を
指
導
し
て

い
ま
す
が
、
実
技
研
修
用
信
号
機
が

不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。
現
状
を

再
確
認
し
て
対
応
し
ま
す
。

●

旧
隼
人
町
は
生
涯
学
習
に
大
変
熱

心
で
あ
っ
た
が
、
集
会
所
や
体
育
館

の
施
設
整
備
が
遅
れ
て
い
た
。
富
隈

地
区
公
民
館
は
集
会
を
す
る
際
に
冷

暖
房
の
空
調
と
音
響
施
設
が
悪
く
利

用
し
づ
ら
い
。
ま
た
、
幼
稚
園
の
園

児
が
演
技
披
露
の
準
備
の
た
め
施
設

内
外
を
往
復
す
る
な
ど
使
い
づ
ら
い

光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

施
設
の
改
善
は
で
き
な
い
か
。

（
富
隈
地
区　

男
性
）

隼
人
町
に
は
８
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
公
民
館
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

富
隈
地
区
公
民
館
は
当
初
勤
労
施
設

と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
事
務

室
、
研
修
施
設
、
体
育
館
が
あ
り
ま

し
た
。
富
隈
地
区
公
民
館
の
体
育
館

も
小
学
校
の
体
育
館
も
運
動
施
設
で

あ
り
ま
す
の
で
、
冷
暖
房
の
空
調
施

設
は
な
く
、
今
後
に
つ
い
て
も
現
段

階
で
は
施
設
改
修
も
含
め
整
備
の
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。●

防
犯
灯
の
維
持
費
を
自
治
会
で
全

て
持
っ
て
い
る
が
、
行
政
で
補
助
で

き
な
い
か
。

（
宮
内
地
区　

男
性
）

霧
島
市
全
域
で
防
犯
灯
は
、
５
、

７
０
０
基
余
り
設
置
し
て
い
る
状
況

で
す
。
防
犯
灯
の
設
置
に
は
、
行
政

の
補
助
が
あ
り
ま
す
が
、
維
持
費
は

自
治
会
で
負
担
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

先
般
、
防
犯
組
合
連
合
会
の
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
隼

人
町
に
お
い
て
は
、
自
治
会
で
設
置

要
望
等
を
５
月
末
で
取
り
ま
と
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

後
、
協
議
調
整
さ
れ
要
望
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
地
調
査
が
必
要
な
案
件
に
つ
い

て
は
、
そ
の
後
現
地
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
必
要
に
応
じ
た
対
応

を
い
た
し
ま
す
。

扌点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.12/2006.6）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

皆さんから寄せていただいたお便
りを紹介する「読者のページ」を
7月号から始めます。霧島市に対
する思いをお寄せください。「読者
のページ」を設けることで、開か
れた市政の一助になればと考えて
います。

電話（　　　　　　）　　　　－
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市政に対するいろいろな想い、またふるさとに対する想いなど各地の語る会で自由なテーマで語っていただきました。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

市政に対するいろいろな想いまたふるさとに対する想いなど
何でも結構です。
「市長と語イもんそ会」、「市長とランチで語イもんそ会」を
開催（随時広報掲載）しますので、皆さまの参加をお待ちしています。

18
年
度
の
市
長
と
語
イ
も
ん
そ
会

を
小
学
校
区
単
位
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
４
月
11
日
か
ら
５
月
13
日
ま
で

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

妙
見
安
楽
地
区
急
傾
斜
地
の
安
全

対
策
が
未
整
備
で
１
カ
所
残
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
鉄
柵さ

く

を
設
置
で
き
な
い

か
と
陳
情
し
た
と
こ
ろ
、
葉は

切ぎ
り

地
区

完
了
後
着
工
す
る
と
回
答
さ
れ
た
が
、

着
工
は
い
つ
の
こ
と
か
。
今
後
、
県

に
陳
情
し
た
ら
そ
の
連
絡
が
ほ
し

い
。

（
中
津
川
地
区　

男
性
）

県
は
葉
切
地
区
が
第
一
に
危
険
で

あ
る
と
し
て
18
・
19
年
度
で
事
業
を

進
め
ま
す
。
県
も
財
政
が
厳
し
い
状

況
で
す
が
、
妙
見
安
楽
地
区
の
着
工

は
葉
切
地
区
完
了
後
と
聞
い
て
い
ま

す
。
事
業
も
一
端
中
断
す
る
と
再
開

が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
陳
情
し
て

い
き
ま
す
。
陳
情
の
状
況
に
つ
い
て

は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

三
体
地
区
は
、
高
齢
者
が
増
え
つ

づ
け
て
お
り
、
街
に
出
る
の
も
不
便

だ
。
ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
便
が
1
日
２

便
、週
に
数
回
で
は
足
り
な
い
。も
っ

と
増
や
し
て
ほ
し
い
。
病
院
も
遠
く
、

通
院
も
大
変
だ
。
牧
園
の
ほ
か
の
地

区
で
は
医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
便
が

あ
る
の
に
、
三
体
地
区
だ
け
な
い
の

で
、
ル
ー
ト
と
便
数
を
確
保
し
て
も

ら
い
た
い
。

（
三
体
地
区　

男
性
）

岩
崎
グ
ル
ー
プ
が
バ
ス
路
線
の
廃

止
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
市
内
60
の
路
線
に
影
響
が
出
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
申
請
か
ら
6
カ

月
で
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
に
バ
ス
対
策
協
議
会
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
こ
で
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
バ
ス
運
行
に

つ
い
て
は
、
コ
ー
ス
の
見
直
し
を
検

討
し
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
時
間
を

い
た
だ
き
た
い
。●

自
治
会
は
市
の
補
助
と
住
民
の
会

費
で
運
営
し
て
い
る
が
、
公
民
館
連

絡
協
議
会
の
集
ま
り
の
な
か
で
19
年

度
以
降
の
補
助
は
未
定
で
あ
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
公
民
館
補
助
が
な
け

れ
ば
、
運
営
で
き
な
い
。
補
助
を
続

け
ら
れ
な
い
か
。（

万
膳
地
区　

男
性
）

自
治
会
の
運
営
費
に
つ
い
て
は
合

併
協
議
で
２
年
か
け
て
見
直
し
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
運
営

費
の
大
き
い
会
か
ら
小
さ
い
会
ま
で

あ
り
ま
す
。
18
年
度
中
に
調
整
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
補
助
が
全

く
無
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●

牧
園
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
指
定
管

理
者
制
度
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
施

設
の
使
い
方
は
ど
う
な
る
か
。

（
牧
園
地
区　

男
性
）

指
定
管
理
者
制
度
は
、
管
理
費
を

今
よ
り
少
な
く
し
、
施
設
利
用
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
高
く
す
る
か

が
課
題
で
す
。
職
員
と
市
民
で
構
成

す
る
審
査
会
で
審
査
し
て
効
率
や

サ
ー
ビ
ス
が
上
が
る
業
者
に
決
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
使
用
申
込
等
の

事
務
手
続
き
は
市
か
ら
指
定
管
理
者

に
代
わ
る
だ
け
で
施
設
使
用
上
特
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●

今
年
の
持
松
小
学
校
の
新
入
生
は

ゼ
ロ
だ
っ
た
。
児
童
数
を
増
や
す
た

め
に
、
児
童
数
の
少
な
い
持
松
小
学

校
周
辺
に
市
営
住
宅
を
建
設
す
る
考

え
は
な
い
か
。（

持
松
地
区　

男
性
）

公
営
住
宅
整
備
に
つ
い
て
は
、
隼

人
町
に
１
棟
整
備
計
画
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
市
全
体
の
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
は
整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
分
は
古
い
も
の
を
建
替
え
る
計
画

が
あ
り
ま
す
が
、
合
併
後
に
お
い
て

は
全
体
的
な
検
討
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
住
宅
建
設
に
お

い
て
は
、
民
間
活
用
を
考
え
て
い
ま

す
。
児
童
を
増
や
す
た
め
の
山
間
部

の
住
宅
整
備
は
児
童
が
卒
業
し
た
ら

空
家
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
現

状
で
は
市
営
住
宅
の
整
備
は
厳
し
い

市長と語ってみませんか？

状
況
で
す
。

●

霧
島
の
観
光
を
案
内
で
き
る
体
制

作
り
に
資
源
の
整
備
も
必
要
だ
が
、

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
は
人
づ
く
り
、
人

材
育
成
が
必
要
で
は
な
い
か
。
霧
島

の
合
併
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
鹿

児
島
検
定
な
ら
ぬ
霧
島
検
定
の
よ
う

な
も
の
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

（
高
千
穂
地
区　

男
性
）

市
民
を
対
象
に
し
た
１
市
６
町
の

伝
統
と
文
化
を
愛
す
る
心
を
育
て
る

人
材
育
成
や
啓
発
す
る
た
め
の
霧
島

講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
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か
ら
大
人
ま
で
尋
ね
ら
れ
た
ら
す
ぐ

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
郷

土
愛
を
育
む
授
業
と
し
て
、「
地
域

で
学
ぶ
。
地
域
を
学
ぶ
。
地
域
と
学

ぶ
。」
を
テ
ー
マ
に
地
域
に
密
着
し

た
登
山
、
自
然
探
索
、
植
物
の
育
成
、

伝
統
を
学
ぶ
な
ど
自
然
と
密
着
し
た

授
業
を
し
て
い
ま
す
。
旧
隼
人
町
で

は
5
年
前
か
ら
隼
人
学
講
座
を
立
ち

上
げ
て
県
内
か
ら
小
学
生
を
含
め
約

２
０
０
人
が
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

隼
人
に
関
連
す
る
も
の
や
温
泉
に
関

す
る
も
の
な
ど
も
内
容
と
し
て
い
た

も
の
で
、
今
後
は
霧
島
学
と
す
る
こ

と
も
検
討
し
、
焼
酎
、
自
然
、
天
降

川
、
熊
襲
、
史
跡
な
ど
主
と
し
て
郷

土
に
関
す
る
も
の
を
と
り
あ
げ
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
計
画
が
中
止
に

な
っ
た
が
、
土
地
の
活
用
は
ど
う
す

る
の
か
。

（
小
浜
地
区　

男
性
）

昭
和
55
年
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
地
域
に

指
定
さ
れ
、
企
業
誘
致
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
は
住
ま
い
の
部
分
の
位
置
付
け

を
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
が
、

予
定
さ
れ
て
い
た
計
画
ど
お
り
進
ま

ず
結
果
合
併
前
に
西
部
建
設
か
ら
旧

隼
人
町
土
地
開
発
公
社
が
買
戻
し
、

今
は
市
と
開
発
公
社
が
引
き
続
き
か

か
わ
っ
て
い
ま
す
。
現
在
具
体
的
な

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
検
討
委
員

会
を
設
置
し
て
、
土
地
の
活
用
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●

父
母
が
横
断
歩
道
に
た
っ
て
子
ど

も
た
ち
に
指
導
し
て
い
る
が
、
危
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
父
母
に
立り

っ

哨し
ょ
うの
仕
方
を
研
修
さ
せ
て
ほ
し
い
。

実
技
研
修
の
際
に
必
要
な
信
号
機
が

わ
ず
か
1
セ
ッ
ト
し
か
な
い
の
で
、

増
や
し
て
交
通
安
全
対
策
に
も
っ
と

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

（
小
野
地
区　

女
性
）

市
民
の
方
々
の
子
ど
も
の
命
を
守

る
活
動
に
対
し
て
、
感
謝
い
た
し
ま

す
。
国
分
警
察
署
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
先
生
、

地
域
の
代
表
者
に
実
技
を
指
導
し
て

い
ま
す
が
、
実
技
研
修
用
信
号
機
が

不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。
現
状
を

再
確
認
し
て
対
応
し
ま
す
。

●

旧
隼
人
町
は
生
涯
学
習
に
大
変
熱

心
で
あ
っ
た
が
、
集
会
所
や
体
育
館

の
施
設
整
備
が
遅
れ
て
い
た
。
富
隈

地
区
公
民
館
は
集
会
を
す
る
際
に
冷

暖
房
の
空
調
と
音
響
施
設
が
悪
く
利

用
し
づ
ら
い
。
ま
た
、
幼
稚
園
の
園

児
が
演
技
披
露
の
準
備
の
た
め
施
設

内
外
を
往
復
す
る
な
ど
使
い
づ
ら
い

光
景
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、

施
設
の
改
善
は
で
き
な
い
か
。

（
富
隈
地
区　

男
性
）

隼
人
町
に
は
８
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
公
民
館
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

富
隈
地
区
公
民
館
は
当
初
勤
労
施
設

と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
事
務

室
、
研
修
施
設
、
体
育
館
が
あ
り
ま

し
た
。
富
隈
地
区
公
民
館
の
体
育
館

も
小
学
校
の
体
育
館
も
運
動
施
設
で

あ
り
ま
す
の
で
、
冷
暖
房
の
空
調
施

設
は
な
く
、
今
後
に
つ
い
て
も
現
段

階
で
は
施
設
改
修
も
含
め
整
備
の
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。●

防
犯
灯
の
維
持
費
を
自
治
会
で
全

て
持
っ
て
い
る
が
、
行
政
で
補
助
で

き
な
い
か
。

（
宮
内
地
区　

男
性
）

霧
島
市
全
域
で
防
犯
灯
は
、
５
、

７
０
０
基
余
り
設
置
し
て
い
る
状
況

で
す
。
防
犯
灯
の
設
置
に
は
、
行
政

の
補
助
が
あ
り
ま
す
が
、
維
持
費
は

自
治
会
で
負
担
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

先
般
、
防
犯
組
合
連
合
会
の
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
隼

人
町
に
お
い
て
は
、
自
治
会
で
設
置

要
望
等
を
５
月
末
で
取
り
ま
と
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

後
、
協
議
調
整
さ
れ
要
望
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
地
調
査
が
必
要
な
案
件
に
つ
い

て
は
、
そ
の
後
現
地
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
必
要
に
応
じ
た
対
応

を
い
た
し
ま
す
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.12/2006.6）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

皆さんから寄せていただいたお便
りを紹介する「読者のページ」を
7月号から始めます。霧島市に対
する思いをお寄せください。「読者
のページ」を設けることで、開か
れた市政の一助になればと考えて
います。

電話（　　　　　　）　　　　－
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市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

レイモン・ルフェーヴル グランドオーケストラの
コンサートチケットをプレゼントします

お便りをくださった方には抽選で
コンサートチケットを10名様に
プレゼント。応募締切は6月22日
㈭。当日消印有効です。当選の発
表は、商品の発送をもってかえさ
せていただきます。

日　時／７月５日㈬
開　場／午後６時30分 開演／午後７時～
場　所／霧島市民会館
・入場料／3,000円（当日3,500円）
・入場券前売り所／ 霧島市役所互助会・各支所生涯

学習課・隼人国分サティ・ミヤ
タカンパニー・縄文きずなカー
ドインフォメーション 他

◎問い合わせ先／文化振興課芸術文化係 ☎（64）0990

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な出来事、何でも好きなことを書
いてください。

おたより
待ってます

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

　

市
長
に
就
任
し
て
か
ら
半
年
が

過
ぎ
た
。 

気
が
つ
い
て
み
た
ら
梅

の
花
が
終
わ
り
、
新
緑
が
芽
生
え
、

犬
飼
滝
和
気
公
園
の
藤
の
花
が
満

開
と
な
り
、
桜
の
花
も
愛
で
る
間

も
な
く
、
今
は
目
に
青
葉
の
こ
ろ

と
な
り
、
我
が
ふ
る
さ
と
は
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
の
季
節
と
な
っ
た
。

　

合
併
後
半
年
が
過
ぎ
、
新
市
霧

島
市
も
い
よ
い
よ
大
き
く
動
き
は

じ
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
平
成
の

大
合
併
で
九
州
の
市
は
１
１
５
市

と
な
っ
た
が
、
本
年
度
の
第 

回

九
州
市
長
会
は
ご
承
知
の
通
り
、

新
市
霧
島
市
で
の
開
催
と
な
っ

た
。
合
併
後
の
私
ど
も
に
と
っ
て

は
、
ま
た
と
な
い
「
我
が
ふ
る
さ

と
霧
島
市
は
こ
こ
に
あ
り
」
を
売

り
込
む
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
。

私
も
職
員
と
共
に
、
出
来
立
て
の

法
被
を
着
て
、
広
報
営
業
本
部
長

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
の
だ
っ
た
。
次
期
開

催
地
の
長
崎
市
長
か
ら
の
、
「
こ

の
霧
島
市
を
し
の
ぐ
に
は
大
変
だ

な
」
と
の
言
葉
に
、
私
と
共
に
気

張
っ
て
く
れ
た
職
員
に
感
謝
し
た

い
。

宝くじは豊かさ築くチカラ持ち。 宝くじは、広く社会に役立てられています｡

※  宝くじの助成により、通常料金の約半額になっています｡
※  未就学児の同伴・入場はご遠慮ください｡託児室はございません。
※前売りで完売の場合、当日券の販売はありません｡

イージー・リスニング界の巨匠、
誉れ高いルフェーヴルの名曲、
名演奏が瑞 し々く甦る

指揮：ジャン・ミッシェル・ルフェーヴル
◎主なレパートリー
シバの女王 哀しみの終わりに マイ・ウェイ
太陽がいっぱい ラブ・ストーリー
禁じられた遊び シェルブールの雨傘
ロミオとジュリエット スター・ウォーズ　他

98
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当
時
、
ま
だ
ま
だ
田
園
風
景
が
続

い
て
い
た
国
分
か
ら
国
道
２
２
０
号

に
入
り
亀
割
峠
を
登
り
き
る
と
、
景

色
が
一
変
し
ま
す
。 

険
し
い
山
々

の
間
か
ら
錦
江
湾
が
眼
下
に
開
け
ま

す
。
30
年
前
、
こ
こ
福
山
を
初
め
て

訪
れ
た
私
の
父
は
思
わ
ず
目
に
飛
び

込
ん
で
き
た
こ
の
景
色
を
見
て
、
慌

て
て
バ
ス
を
飛
び
降
り
、
峠
か
ら
錦

こばやし しょうざぶろう（41）／ 
昭和39年12月25日生まれ、昭和63
年父の影響で養殖の世界へ。兵庫
県家島町出身、養殖漁家の三代目
で現在、ぶりを養殖する福山養殖
代表、福山町漁協理事、鹿児島県
青年漁業士。

ろ
い
ろ
な
人
か
ら
、「
な
ぜ
関
西
か

ら
そ
ん
な
田
舎
に
行
く
の
」
と
不
思

議
が
ら
れ
、
鹿
児
島
で
さ
え
も
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
よ
く
言
わ
れ
ま
し

た
。
養
殖
業
は
も
と
も
と
魚
を
獲
る

網
元
で
あ
っ
た
祖
父
が
魚
を
育
て
る

こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
私
の
生
ま
れ

故
郷
で
あ
る
瀬
戸
内
海
で
始
め
た
仕

事
で
す
。
瀬
戸
内
海
は
日
本
の
養
殖

発
祥
の
海
で
す
が
、
魚
を
育
て

る
に
は
少
し
水
温
が
低
く
、
高

度
成
長
期
に
は
汚
染
も
進
み
、

魚
を
育
て
る
に
は
い
ろ
い
ろ

と
弊
害
が
目
立
ち
始
め
て
い

ま
し
た
。
一
般
的
に
は
鹿
児
島

県
内
で
も
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
鹿
児
島
県
は

質
、
量
と
も
自
他
と
も
に
認
め

る
日
本
一
の
ぶ
り
類
養
殖
の

生
産
地
で
す
。
温
暖
な
気
候
・

水
温
、
深
い
水
深
、
潮
流
な
ど

の
海
の
環
境
、
ど
れ
を
と
っ
て

も
日
本
で
養
殖
を
す
る
人
間

な
ら
憧

あ
こ
が
れ
に
似
た
感
情
を
抱

く
生
産
地
、
そ
れ
が
我
々
の
目

の
前
に
広
が
る
錦
江
湾
な
の

で
す
。
例
え
て
言
う
な
ら
、
養

殖
の
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
が
、
こ

こ
錦
江
湾
に
あ
る
の
で
す
。
ぶ

り
養
殖
は
現
在
、
世
界
で
も
ほ

と
ん
ど
日
本
で
し
か
行
わ
れ

〈随ずいそう想〉

て
お
ら
ず
、
世
界
的
な
和
食
・
寿
司

ブ
ー
ム
と
シ
ー
フ
ー
ド
ブ
ー
ム
で
、

か
な
り
の
量
が
北
米
を
中
心
に
世
界

に
も
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
と

こ
ろ
で
す
く
す
く
育
っ
た
ぶ
り
た
ち

も
そ
の
大
半
が
輸
出
さ
れ
、
刺
身
や

寿
司
、
照
り
焼
き
な
ど
で
世
界
の

人
々
に
食
べ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
魚
を
含
め
食
の
業
界
も
大
変
な

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ

の
人
々
が
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
や
努
力

を
し
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
競
争
の
中
で
小

さ
な
経
営
体
が
生
き
残
っ
て
い
く
に

は
、
小
規
模
な
ら
で
は
の
細
や
か
な

工
夫
を
し
、
ま
た
魚
を
育
て
る
元
と

な
る
餌
に
は
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
る
し

か
な
い
と
私
は
感
じ
、
実
践
し
て
き

た
つ
も
り
で
す
。
そ
の
上
で
地
域
に

根
ざ
し
た
特
色
あ
る
高
品
質
の
魚
を

育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、

地
域
の
特
産
で
あ
る
福
山
の
黒
酢
を

魚
の
餌
に
混
ぜ
た
り
も
し
て
い
ま

す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
同
業
者
も

驚
く
ほ
ど
大
き
く
て
健
康
な
魚
を
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

「
か
ご
し
ま
の
さ
か
な
」
ブ
ラ
ン
ド

に
も
第
一
号
認
定
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
天
然
魚
の
最
高

峰
の
一
つ
、
富
山
・
氷ひ

見み

の
寒
ぶ
り

と
堂
々
と
渡
り
合
え
る
養
殖
ぶ
り
を

育
て
上
げ
る
こ
と
で
す
。
仕
事
場
は

海
で
す
が
、
週
末
に
は
度
々
、
霧
島

に
も
登
り
、
足
の
向
く
ま
ま
、
心
の

向
く
ま
ま
山
を
歩
き
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
ま
す
。
山
あ
り
海
あ
り

温
泉
あ
り
、
美
味
し
い
も
の
も
い
っ

ぱ
い
あ
る
霧
島
市
。
い
つ
の
こ
ろ
か

ら
か
東
京
や
関
西
に
仕
事
で
出
か
け

た
後
、
鹿
児
島
空
港
に
舞
い
戻
り
、

道
路
を
下
っ
て
く
る
と
、「
や
っ
と

帰
っ
て
き
た
な
」
と
無
意
識
の
う
ち

に
ホ
ッ
と
し
て
い
る
自
分
が
い
ま
し

た
。こ

こ
霧
島
が
私
の
新
し
い
故
郷
に

な
っ
た
と
気
づ
き
、
錦
江
湾
や
霧
島

に
、
魚
だ
け
で
は
な
く
私
自
身
も
育

て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

Profile

錦江湾のいけすでぶりの動きを観察

錦江湾に育てられて
◎小林 松三郎

江
湾
を
眺
め
、「
こ
こ
で
養
殖
を
や

る
」
と
心
に
決
め
ま
し
た
。
ま
だ
誰

と
も
会
わ
ず
、
言
葉
さ
え
交
わ
し
て

い
な
い
の
に
、
目
の
前
に
広
が
る
錦

江
湾
に
一
目
惚
れ
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

１
９
８
８
年
、大
学
卒
業
後
す
ぐ
、

私
も
こ
こ
霧
島
市
福
山
町
で
養
殖
の

世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。
当
時
い
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